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L万分の占地質図書紳威岳(到II路一第 62 号)

北海道立地下資源調査所

北海道嘱託長谷川 潔

ク技師酒匂純俊

はしがき

この図幅は，北海道開発庁から委託されて，北海道立地下資源調査所で作製したもので

ある。野丹、調査に要した日数は，延 250 日におよび，そのうち，元浦川・中ノ川・スピナイ

川の流域を，主として長谷川が担当し，シピチャリ川流域の調査には酒匂があたった。こ

のほか，変成岩帯については，北海道大学理学部木崎甲子郎氏に，堆積岩帯については，北

海道立地下資源調査所小山内照氏に，それぞれ 15 日間ずつの調査の援助をえた。さらに，

/レテンベツ川流域については，北海道大学理学部中島芳雄氏から調査資料の提供をうけた。

この地域は，探裳旧から J守!品峠にかけて，南北につらなる日高山脈の，ほぼ中部地域に

あたる。この図幅地域は，徳川時代より，すでに砂金採取者の入地をみ，日高山脈の他の

地域よりも早くに人跡をみた地域である。

しかし，あまりにも険阻な地形のために，道路をつけることもできず，いまでも，全地

域が全く自然のままの姿で，その完しさを誇っている。ために，ここをおとずれるものは，

熟練した韮山支にかぎられ，彼等によってもなお，登行不可能として残されている場所が

多い。調査員たちも，生命の危険をおかして，調査を進めなければならないことが数度に

および，一通りの調査を完了することすら，容易なことではなかった。

このような悪条件のなかで，ともかく，予期以上の成果をあげて地質図をつくりあげる

ことができたのは，松下院芳，加藤ス二郎，金山諸祐，渡辺順，支藤久男，故・及川収，河

内晋平，野村哲および北大山岳部の諸氏，ならびに地元の方々の，骨身を惜しまぬ協力が

あったからであるつとくに，今は亡き及川収氏の最も危険の多l)脊梁附;JTの調査に対する

助力は，忘れることのできないものである c

また，旧茨伏村役場と浦河営林署には，読査にあたって，いろいろと配慮をいただいた。

この阿幅は，日高研究グループの討論を多くうけたが，とくに，北海道大学理学部舟橋
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三男助教授，橋本誠二教授，小林英夫助教授，および北海道立地下資源調査所斎藤昌之地

質鉱床課長には，いろいろと，助言と教示をいただいた。また，化石の鑑定を，東京教育

大学理学部橋本亘教授にお願いし，変成帯lこ関する資料を木崎甲子郎学士よりいただいた。

これらの方々に，心から厚くお礼を申し上げる。

I 位置bよび交通

この図幅の範囲は，北緯 42°20ノ-42°301， 東経 142 0 30'_142ー 45' で，中部日高山脈の脊梁

!日 20Km

第 1 図位置および、交通園
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部と，両翼の山地をふくむ。山脈の脊陵は，日高と十勝の国境にあたる。日高側は，北西部

が静内町，西部の一郭地域が， 三石町にふくまれるほかは， 全て浦河町である。十勝側

は，大樹村である。

図幅地域内には，人家はまったくみられないc 道路網の発達も，きわめて悪い。コイカ

ク v ェ ν ピチャリ川ぞいに黒田鉱山まで，元浦川からニネ/ェコf マナイ川中流まで，それぞ

れ，踏跡ていどの歩道がある。ノレデンベツ沢には，最近造材用の林道がつけられているが，

トラックの通ずる道路は，まだ，図幅内まで達していない。また，中ノ川やヌピナイ]l[ 1こ

はいるのにも，途中尾田村までは，国鉄広尾線の大樹駅より，パスの便があり，それより

約 5km の問だけ，中ノ川やヌピナイ川ぞいに，歩道がみられるにすぎない。このように，

この地域にはいるには，交通機関の終点より，全く道路のない間が， 10--30km あり，そ

の聞は，沢をこぎ，あるいは沢ぞいに崖をのぼるなど，足 lこ頼る以外にないのである。

II 地形

この図!幅は，先にのべたように，南北約 140km にわたって続く日高山脈の中部地域に

ふくまれる。図幅範囲の， 中央よりやや東よりに， NNW-SSE 方向に， 脊梁がはしり，

北から，ペテガリ岳(1， 735 m) ，中ノ岳(1， 531 m) ，神威岳 (1 ，600 m) ，ソエマツ岳(1， 618m) ，

ピリカ岳 (1 ，631 m) ，と 5 つの山峰がならんでいる。これらの山々は，幌尻岳などの北部

日高山脈より， 200m から 300m ぐらい低くなってはいるが，いずれも峻険な斜南をみせ

た独立峰で，それぞれの山峰の間は，標高 1，200 m--1 ,400 mの，きり立ったやせ尾根でむ

すばれている。このように，山が独立峰になることや，高度のわりに，峻険な地形を呈す

ることは，日高山脈のなかで，中部より南郎にかけた込帯の特徴である。

脊梁附JUが急峻であるばかりでなしこの地域にみられる段線は，すべて峻しく，いわ

ゆる壮年期の注 Jちをしめしている c

脊栄より，東西に派生している出尾根の陵線は，標高 1，000 m--1 ,200 m の広い平坦な切

峰面を形成しているっこの前が，どのような性質の両であるかは明らかでないが，山麓曜

の残片であり，侵蝕而かと考えられるむきもある。さらに，図幅の西辺地域には，より低

い，標高 700 m--800m の陵線がならんでいる。この陵線は，けり舞川上流では 650 m---

750m となり，そこには厚い疎層がのっているのが， 1 カ所で確かめられる。しかし，この

疎屑の分布範囲は，明らかでないっ

この地域を流れる河川は，いずれも深い峡谷をきざみこんで，多くの“函"や滝をつく
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り，日高山脈中でも，なおうての雄所になっている。脊染より西に流れるものは，サ -:Jil ピ

チャリ川やぺテガリ川などを合して，西南方静内にむかう νピチャ P 川，ニ己/オマナイ沢

やソエマツ沢などを合して，荻伏で太平洋にそそぐ元浦J[[，幌別川上流のノレテンベツ沢や

春別川がある。東流するものは，中ノ川やヌピナイ川があり，十勝平野にむかっている。

この西流する河川と，東流するものとの状態を比較すると，次のような違いがみられる。

西流するものは，脊梁より約 2km ほどの間で，無数の滝をつくって，高度差約l，OOOm の

聞を急激に落下し，附近は，ひらけた岩場になっている。その後は，長い函の連続である

が，その部分では，がいして平坦で滝も少ない。これに反して，東流するものは，脊梁直

下より深い函をつくりながら，次第に高度を落し，下流にむかっている。このような，東

西の違いは，先にのべた脊梁の特徴とともに，基盤の地質構造と岩質の影響をつよくうけ

ているものとみられる。

なお，このような山岳地帯であるために，河岸段丘の発達はきわめて少ない。東流する

河川には，ほとんどみられず，西流する河川 l乙ところどころ，河床より 60m ぐらい

の高度で不完全な段丘が発達している。ただ， νピチャリ川下流には，比較的平坦な段丘

が，かなりの広がりをしめしている。

III 地質

111.1 地質概説

乙の図幅地域は，図幅の南東隅より，北西にのびる，日高山脈の脊梁にそって発達する

変成岩類と，それをはさんで，東西に分布する堆積岩類，および火成岩類とによって，構

成されている。

堆積岩類は，この地域で，もっとも広い分布をしめしている。そのなかでも，先白皇紀

の日高層群は，関幅地域の大部分をしめている。そのほかは，限られた小範囲に，白望紀

屑や新第三紀!晋がみられるのみである。

日高層群は，他の分布地域とおなじように，ここでも，化石をほとんど産しない単調な

堆積相をしめしている。その上，造構運動のために，はげしく擾乱されているので，その

地質時代や層序を明らかにすることは，きわめて困難である O しかし，岩質や堆積の状態

から，おおまかに，上部日高層群と下部日高層群の 2 つに分けることができる。自主紀属

としては，図幅の南西隅に分布する地屑と，日高層群のなかに，断層で巻込まれている地

層の， 2 つの地層がみられる。前者は下部えぞ層群に，後者は中部えぞ屑群に対比され

-4-



る c 新第三紀層は，局限された地域に，日高層群を不整合におおって分布し，地質時代は，

川端層上部に対比されるものである。

堆積岩帯の一般的な走向は，先白皇紀層，白皇紀層を通じて，脊梁の東側に発達するも

のでは， N-S より N 10ー E をしめし，西に 700~80° 傾斜する。西側のものでは， N 20o~

{也III
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変成岩類は，脊梁にそい， 8km ほどの幅で発達し，一つのまとまった変成帯を構成して

いる。この変成帯は，狩勝峠より，南端部の襟裳岬近くまで 140km にわたって連続す

る日高変成帯の中部地域に相当する。この変成岩類は，岩相によって，いくつかに分帯さ

れる。大まかにみると，片状ホノレンへノレス帯，片麻岩帯，混成岩帯，角閃岩帯などが区別

される。それぞれは，山陵の方向に並行にならんで分布する。

この変成帯の東側では，不変成岩から，ホノレンヘルス帯をへて変成帯の主体に移行する

が，西側では，それが断層で不変成の日高層群に衝上している。

火成岩類は，主に変成帯内に発達している。しかし，この図幅地域は，日高変成帯のな

かでも，もっとも火成岩類のあらわれ方の少ない地域であり，花関岩体のほかにはみるべ

きものがな l)o 変成帯以外の地域では，図幅の西側に一つの莞断のいちじるしくしめされ
許1

る地帯があり，それにそって蛇紋岩や角閃石岩などが近入している。この勇断帯は，南北に

40km 以上にわたって続くことがたしかめられている。

第四紀層は，河川ぞいに，幅せまく発達する河岸段丘と，ペデガリ岳東北側にみられる

圏谷があるにすぎない。

III.2 堆積岩類

II.2.1 先自重紀層

日高層群は，この図幅述に最も広範囲に発達する地層である。これは，先白望紀層に属

する地層で，変成帯の両側 l乙，ほぼ平行して分布し，上部日高層群と下部日高層群に，大

別される。

上部日高層群は，主として，頁岩質粘仮岩と砂岩の互層からできており，輝緑凝灰岩を

はさんでいる。また，下部日高層群は，粘板岩と黒色細粒砂岩との互層からなる単語な池

屑である。これら上部層と下部層との相互関係は，明らかにできなかったが，それは不整

合関係にある可能性が大きい。

上部層は，そのうちに輝禄凝灰岩をはさんでいることから，その 1 部が，北海道中央部

空知川流域にみられる，下部白室紀層の下位につづく輝禄凝灰岩層の 1 部に対比される可

能性がある。地質時代は，ジェラ紀と推定される。一方，下部日高層群の時代を明らかに

することはできず，上部・下部を先白望紀に一括してのべるだけである。

なお，先自主紀層のなかには，珪化，緑泥石化，アヂノーノレ化などの変質をうけたもの

が多くみられ，ときには，含ざくろ石ホノレンヘノレスのような，特殊な変質岩もみとめられ

註 1 この連続する勇断帯を，説明の都合上，イベツーレダトイ構造線と仮称する。
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第 3 図中ノ川層の岩相

る。これは，いずれも，日高層群 iドに発達するいろいろな男断帯にそって，全般辻にみら

れるもので，これについては，変成岩の現で説明する。

上部日高層群と下部日高群は，次のように細分される。

t"在別川層 (HUs)

!けり舞川層 (HUt, HU1)
上部日高層群(

Iv ョロカンベツ沢層 (HUy)

、ソエマツ沢層 (HUo)

(v ピチャリ川属 (HLs)
下部日高層群;

lli 1 ノ ]f[層 (HLn)

III.2.1.1 下部日高層群

下部口 i苛)凶群は，変成帯をはさんで，その東側と西側に分布している。こわは，黒色粘

板岩と黒色組i粒砂岩の互届からなる。粘似岩は，全l]t*が明瞭に発達している c 黒色細色砂

岩は，石見やチャートの砕片，および砂岩や粘仮岩片を多くふくんでおり，ややアノレコー

ズに近い岩質をしめす。これらの点が，下部日高層群の普遍的な特徴である。

変成ijlfの東側と団側とでは，岩質的に，ある

ていどの，違いがみられるので，東側に分布す

るものを中ノ川層，西側に分布するものをシピ

チャリ川層，として分帯した。この中ノ川凶と

ヰ/ピチャリ川屑との関係は，同じ;世!凶なのか，

または，全く呉った地層であるのかは，現 {Fの

ところ，全く明らかでない。

中ノ川層 (HLn)

ilI ノ川流域に標式的に発達するもので，変!真

Tftの東側の全域に，広く分布している。これは，

主として，粘以岩と砂岩の互婦から構成されて

いる σ このうち，粘H~岩は砂質部と泥民自ISから

なる不均質なもので，その両者が， ;!JiE片状に不

規則な泊目をつくっている c なお，岩社lの変化

は，広(出回にわたって，ほとんどみられないν

中ノ川の下流では，この地層のなかに， )手さ 1m

ていどのほ岩質凝灰岩をはさんでいる。
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地屑は N-S より 20° Eの走向をもって分布し，変成帯に対して東より 20° 内外の角度で

斜交している。傾斜は，垂直に近く一定していないが，西に傾くものが多い。また，走向に

平行し，西に傾く過摺曲がいくつかあるようである。

なお，この地層は，変成ff?に近づくにつれて，ホノレンヘノレス化を強く受けている。

シピチャリ川層 (HLs)

変成'f告の西側に発達する，日高層群の分布地域の，ほぼ中軸となって， 4km ほどの幅

で南北に長く分布している。との地屑の東側はif断層で，また，西側は逆断屑で，上部日

高屑群と接している。

本屑は，おもに，粘板岩と黒色納粒砂岩との互屑であり，量的に粘侭岩が多い。粘板岩

は黒色の堅硬なもので，砂岩はいろいろな大きさのレンズ状に切れて，粘板岩可IIこ合まれ

ているのが??通である。

N-S，ないし N40ーW の走向をしめし，傾斜は垂直に近い。全般的に，圧1i }j4 作用や摺

出];T;到をつよく受けていて，大小さまざまな破砕帯が，数多く発達している° )felj 理の強い

粘仮岩には，条線 (striation) がしめきれ，その方向はほぼ一定し，全域にわたって， N W

で 15°_30°北に落ちている。

III.2.1.2 上部日高層群

上部日高層群は，変成帯の西側にのみ分布している。おもに，砂岩と粘仮岩の豆腐から

なるが，チャートや石灰岩をはさむ部分があり，また輝禄岩質熔岩や輝禄凝灰岩をふくん

だ地層である。粘 1長岩が，やや頁若 lq- で， if] 、岩は，黒色細粒砂岩と回砂岩からなることが，

上部日高層群に共通する特徴である。

上部日高層群は，岩相上の特徴から，さらに， 4 つの地層に区分される。しかしながら，

それぞれの特徴からみて，一連のJiI:積によるものであることは間違いない。しかし，各地

屑は，すべて断層で境されることと，相互間に鍵屑になるものがみあたらないので，おの

おのの同位関係を明らかにする乙とは，同日 H~ である。今のところ，粘収吉と砂若の互開の

状態よりみて，いちおう，下部から，ソエマツ沢屑 ， V ョロカシベツ屑，存別川屑の/I目に重

なるものとおもわれるにすぎない。輝緑凝灰岩を主体とするけり舞川府は.輝持方自の凝

灰岩よりも，熔岩の部分が多く，さらに，分布の上からも，堆積拝としての広がりをもっ

地屑ではなくて，局部的なものであり，五別川屑と同時屑のものとみられる。

この)肖群を特徴づけている， f夏砂岩は， i欠のようである。

註 2 最近，小山内照が，北部白つ石狩金山とチロロ地域ノコ調査 λ〉結果， こ λ〉地域と[司じよ

うな層序がみられ，輝緑凝灰岩が，その層序乃 F位であると結論している。
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緑禍色より淡緑色で，中粒D硬質な砂岩であって，粘土質部が 2mm ほどοパザチと

なって，砂岩のなかにみられる場合が多ν 。

砂粒を構成するものは，粘板岩，砂岩，

チャート，および石英などο普遍的なもの

以外に， :f}岩礁ゃ，斜長石 (An=45-85) ,

および，緑泥石イじした有色鉱物が多ν。粒

度は不等均である。これらはほとんど圧砕

を受けている，部分的に，周辺が緑泥石イじ

した普通輝石がみられることから，緑泥石

化した有色鉱物の大部分は，普通輝石とみ

られる。

基質は多くの場合，緑泥石間結 (chlorite

cementing) をしており，それに炭酸塩鉱物

が，加わる場合も多いo 第 4 図硬砂岩註 3

ソエマツ沢層 (HUo) P: 卦岩片 c: 粘質部

キ/ピチャリ川層が分布する地域の西側にそって，南から北lこ続いて発達している。

乙の地層の下部は，わずかに粘侭岩をふくむ黒色細粒砂岩と，硬砂岩の互層からなる。

なお 5m ほどの幅をもっ， l)j'岩質凝灰岩をはさんでいる。上部になるにしたがって，次第

に岩相がかわり，粘ほ岩の多い砂岩と粘板岩の互層になる。粘板岩には，粒度が不均質

で，細粒部と粗粒部が葉片状に縞目をつるく部分が多しh なお，上部には径 10cm-30cm

大の石灰岩団球が，ふくまれている。

ショロカンベツ沢層 (HUy)

ソエマツ沢層の西側に，帯状に分布しているほか，シピチャリ川層の東側にも発達し，

変成帯に接して，南北に，細長く続いている。おもに，粘板岩・砂岩の岩層からなる。乙

の地層の下部と，ソエマツ沢層の上部とは，岩相からみて，ひじように，よく似ている。

ただ，との地層は，粘祝岩の部分がより多く，また，この地層の砂岩は，硬砂岩より，黒

色細粒砂岩の方が多い。さらに，粘仮岩と砂岩の境も不規則な場合が多く，岩相のうえで

は，乱堆積時の堆積相であるようにみられる。また， この地屑の上部には，厚さ 10m 前

後の，輝禄凝民岩層や石灰岩がはさまれている。このほか， Vヨロカンベツ沢では，薄い

チャートもはさまれている。一方，変成帯に接して分布するものは，破砕がし 3 ちじるし

く，原岩の特徴を知るのが閃維な場合も多い。また，珪化された部分も少なくない。

。
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第 5 図枕状熔岩

春別川層 (HUs)

キ/ョロカンベツ沢層の西側に，断層にはさまれて，せまい幅で分布しており，図!福地域

の南方では，広く発達しているものである。また，けり舞川の上流では，けり舞川層のな

かに，断層でまき込まれている。

主として，輝緑凝灰岩から構成され，厚いチャートや，石灰岩をはさんでいる。このな

かに，粘板岩もみられる。チャートは，青色や白色を呈するものが多く，ラジオラリヤシ・

チャートは少ないようである c 石灰岩は，少量の炭質物をふくみ，一部は再結品して，大

理石になっている。

けリ舞川層 (HUt， HUe)

図幅地域の西部にあたる元浦川の中流より，けり舞川上流にかけて，分布している。そ

の東部は，イベツーレダトイ構造線で，日高層群の他の地層と境されており，西部は白望紀

層に衝上断層で接している。この地層は，幅 4 krn-6krn で，南北にながくのびる。

おもに，輝緑凝灰岩から構成されている地層である。しかし岩質によって，大まかに次

のように， 2 つに分けることができる。

凝灰岩部 (HUt) : 輝緑凝灰岩，石灰岩，チャート

熔岩部 (HUl) : 輝緑岩質熔岩，枕状熔岩，集塊岩

その分布区域のほぼ中央の部分では，塊状の輝緑岩茸熔岩を主とし，そのなかに，枕状

熔岩や集塊岩をはさんでいる。熔岩部

をはさんで，その東側と西側には，輝

緑凝灰岩を主とし，チャートや石灰岩
議長1

を，わずかにふくむ凝灰岩質部が分布

する。なお，乙のチャートには，ラジ

オラリアンが多くみられる。

本層は，その，岩相が単調なため，

内部の構造を明らかにすることはむず

かしい。なお，男断帯には，いちじるしく網状の方解石脈が生じている。

塊状の輝緑岩は，ほとんどがスピライト質で，曹長石・輝石・緑泥石などの細粒の結

晶からなり，少量の石英・方解石・白チタン石をふくむ。枕状熔岩の一部には，オフィ

テック構造をとり，普通輝石 (C2=36°-48°) と斜長石からなり，輝石が，わずかに緑

泥石に変るていどで，完全に輝緑岩の構造を残してν る。このほか，スピライト状にな

ヲたもののなかに，普通輝石の斑晶が残されており，そ心周辺部が，スピライト状にか

わワている中間型のものもある。
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輝緑凝灰岩を，顕微鏡で観察すると，つぎのようであるつ

石英や斜長石と，多量ノ〉緑泥石 fじした輝石・沿岩・粘板岩・砂岩・チャート D岩片を

ふくんで U 、る c またオフイテザク構造三示す輝石全みられる c 基質は，緑泥石・曹長

石・方解石などからなり，一部にはラジオラリアもみられる。

A B

第 6 図 A: 輝禄岩部 B: 輝禄凝灰岩部

III.2.2 白墓紀層

この図i福西方の地域には，白豆紀屈が広く発達している，その一部は，この図幅地域内

にものびて，西!者隅(こ分布している。この地層は，北海道における，下部えぞ層群とみら

れている地層である。このほか，日高層群のなかに，断層で，はさみ込まれている白望紀

層があり，これは中市えぞ層群に対比される。

この白皇紀層は，つぎのような層序をしめしている。

i中部えぞ層群 レダトイ沢層 (Cr)
白望紀層;

l下部えぞ層群 1n~名沢屑 (Cm)
註』

無名沢層 (em)

本届はこの地域の西南隅にあって，けり舞川の支流， Mi名沢に分布している。砂岩より

なる地層である ο

白灰色中粒のアノレゴーズ砂岩で，まれに，チャートや砂岩などの細礁をふくむ。また，炭

質物もふくまれている。なお，この i :1: J語は，その岩相からみて，浦野龍ーは空知川流域に

発達している下部えぞ層群中の，宮間砂岩lこ対比している。

砂岩は，石英，正長石，斜長石，およびチャート，砂岩，粘板岩などの岩片からなる，

註 4 この無名沢層は浦野龍一学士:7)調査による，貫別層群第 2 層にあたる。ぐIt)
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典型的なアルコーズ砂岩である。そのほか，黒雲母，微斜長石，パーサイト，電気石，

および花尚斑岩や石英片岩などの岩片をふくむ。

レダトレ沢層 (Cr)

この地層は，日高層群の中に，断層でまき込まれているものである。元浦川の本流で，

レダトイ沢口より 100m ほどの上流で，幅 20m ほどの，両側が断層で日高層群に接する
註 5

頁岩のなから，筆者の 1 人長谷川が，化石 (Inoceramus sp，)を見出した。この頁岩はや

や硬く粘仮岩状にみえるもので，日高層群の粘板岩が圧砕を受けたものとは，区別しにく

い。ただ，割れ目のできかたや割れた面の感じは，日高層群の粘恨岩とは違っているっこ

の岩相をもっ頁岩は，化石の発見されたところのほかにも，多くの場所でみられる。そ

れぞれの分布は，ひじように小規模である。なお，この頁岩は， イベツ νダトイ構造線

附近と，変成帯が衝上する断層附近に多くみられ，圧砕作用のはげしい地域にかぎられて

しヨる。

この図幅をふくむ周辺地域でも，同じ日高層群のなかから，沢俊明，松下院秀らが，

Inoceramussp, Anagaudrycerassa りα (Forbes) ?を発見している。それらの総合的な研

究から，日高層群にまき込まれている頁岩は，中部えぞ層群に相当するものとみられるつ

III.2.3 新第三紀層

アメマス沢層 (τa)

ノレテンベツ川の支流アメマス沢と，ニ vュオマナイ沢上流とに分布している。そのよう

すは，せまい幅で，南北に細長く続いているコ走向は，分布ののびに平行していて，傾斜

は 300~40° W である n なお， この地層の東側は不整合で日高層群に接しており，西側は

断層でおなじ日高層群と境している。

アメマス沢では，棟岩と砂岩からなり，砂岩には，ナン・クラザク (Sun crack) が発達

しており，多量の化石を産する。ニキ/ェオマナイ沢上流では，陳岩と頁岩質の泥岩からな

り，化石は産出しない。これらの礁岩の牒は，日高層群のものらしい砂岩・粘ほ岩・チャ

ート・輝禄凝灰岩などである。この地域には，変成岩や深成岩類の瞭はみらわない。

化石は，中島秀雄によれば，新第三紀川端杭の上部をしめすものとされている。

なお，この図幅から南方には，新第三紀層が各所に分布しているが，それらの分布個所

を結ぶと，いくつかの線の上に配置される。これは，基盤の日高層群の圧砕がはげしい地

帯と一致する。

註 5 東京教育大学橋本豆教授む鑑定による c
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III.3 変成岩類

日高山脈の主肢にそって発達する変成帝の西側は， 1 つのいちじるしい断層で口高層群

に街上している。変成帯の民側では，低変成のホノレンヘノレスから，珂断帯をへだて，片状ホ

ノレンヘノレス lこ移りかわり，さらに片麻岩をへて混成岩にまで移過する。変成帯の中では，

さきに述べたように，そののびの方向に平行して，いろいろの岩石が，帯状に配列されて

いる。それを東側から西側にむかつて，大づかみにつぎのように分帯することができる。

東側 粘板岩借

ホノレンヘノレス帯

片状ホノレシヘノレス，貯

j白状片 :'~1; 岩市

混成岩 'iiJ:

黒主母・角 Ij リ石片 lが岩帯

褐色角|刈石角閃;官'貯 1
:(会i長石斑状変it1 黒::;f f手片 iff;岩)

1dl色戸'jl均百jfJ 閃岩帯)

-1肩上断層一

西側 粘以忠i守

変成，市をはさんで，両前lに分布する日i'~~j J凶群についてのべれば，その大部分が，すくなく

とも中生代の地層であるのに，かつては，その岩相のみにもとづいて，古生屈とみなされ

たこともある。この粘tU岩を，鋭ドで観察すれば，圧砕構造とともに，禄泥石やイライト

なと、の粘ことj広物が，多量に形式されている c このことより，変成岩といえないまでも，造

構~;ili到にともなう偏正が，頁岩を粘似岩化したものと考えられる。

また，目白!凶群の分布区域には，いたるところに，いちじるしい珂断市が発達してい

る。そこには，到断'r日:にそって，圧砕がみられるだけでなく，紙泥石イじゃ珪{じ作用が，い

ちじるしくあらわれている c また，はげしい横圧を受けた部分は，千枚岩になっている。

上にのべた変成'ltV内部にみられる惜;状の配列lは，大きくみた分'帯であって，細かくみれ

ば，局部的にかなり複雑である。たとえば，片状ホノレンヘノレスの一部が，渦状片l併岩イじし

たり，または，筒状片1M;岩の片1:FJ:!.にそって担[粒佑し，黒dJよほ泌成岩になっていることもあ

る。これらの変成岩類は，長期にわたって働いた治構辺到と，それと密接に結びついて行

なわれた変成作用の結果，現在みられる状態に達したものである。

変成岩類は，大まかに次のように分類される。
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1 低変成岩類

2 珪磐質変成岩類および混成岩類

3 塩基性変成岩類

III.3.1 低変成岩類

低変成岩類は，変成帯の周辺にあたる地域や，日高層群の分布地域の一部に形成されて

いる c また，説明の都合上，堆積岩帯 l乙発達する勇断帯 lこともなってみられる庄砕岩や，

その他のものを合めてこの項で述べる。これらは，次のように分類される。

千枚岩 (Ph)

変質粘仮岩 (Ms)

ホルンへノレス eHa)

その他(図示せず)

千枚岩 (Ph)

Vピチャリ川より，ニジエオマナイ沢をへて，ソエマツ沢にいたる地域にみられ，己/ピ

チャリ川層の西縁にそって発達している。もっとも幅広く分布しているのは，乙/ピチャリ

川とニシェオマナイ沢であって，そこより南にも北にも，その幅はせばまっている。南方

の春別川では，ほとんどこれがみられない。

岩質は，各地域でかなり違っているが，一般に，珪質で片理の発達したものである。そ

のなかにふくまれている砂岩は，百灰色のミローナイトになっている。また，赤色または

青色となったひじうに珪質な部分が，縞状に発達することもある σ ときには，輝禄凝灰岩

原の，緑泥石片岩もみられる。

千枚岩の原岩としては，下部日高層群と上部日高層群の両者があり，千枚岩化の弱し 3部

分では，上部層と下部層の両方が，入り乱れて圧砕されているのがみられる。

変質粘板岩 (Ms)

変成;貯の街上する断層の下盤側に接して， 20m より 100m の幅で，かなりの変質をろけ

た粘板岩類がみられる。これは，ソエマツ沢をのぞく，ほとんどのむ域でみることができ

る。

変質粘板岩帯の東側は， jr] 上断層の上盤に相当するミローナイトイじした角閃岩と接して

いる。それの西側には，ふたたび街|二断屑がみられ，それによって不変買の円高屑群に接

している。

乙の変質粘板岩中には，砂岩と粘 j& 岩，および輝緑凝灰岩がみられる。砂忠は， ミロー

ナイト化している。粘仮岩は，圧砕されて粘土化し，屑理両も不明瞭になり，と同時に緑
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泥石化作用を受けている。いちじるしく緑泥石化した部分は，暗緑色を呈している。輝緑

岩は，緑泥石と曹長石におきかえられ片岩状になっている c

変質粘板岩帯と，変成帯内の角閃岩との接触部では，第 7 図に示したように，両者の区

第 7 図変質粘板岩と角閃岩との接触部

s: 変質粘板岩 a: 角閃岩

別がつかない。この様な部分では，変質粘仮岩に強Go片理が形成され，その片理面にそっ

て，石よさと曹長石からなる細脈が発達し，粘恨岩は，いちじるしく緑泥石化をうけているつ

一方，接~rj;、部の角閃岩も圧砕されて細粒化し，緑泥石化されてし o るつまた，石英のプーノレ

も所々にできてし o る。こうして，接触部の 20cm 内外の範囲は，両者の岩相がまったく同

じになる c

ホルンヘルス (Ho)

これは，変成帯の東側[こ， 3km-4km の幅で完-達しており，変成帯の最タト辺部を形成

している。

変成品;の東側に分布する日高層群にも，多くの勇断千台;が完:J主しているっこの勇断帯は，

変成帯に J!lいほど多くみられ，それには緑泥石化作用や珪化作用がしめされている。

変成帯に近づくにしたがって，それを構成する禄泥石は，褐色を帯び多色性をあらわし，

黒雲母貰に変ってゆく。また，より変成帯に近くなると，勇断帯以外の部分にも，珪化や

緑J尼石化がみられるようになる。より内部地域では，さらに黒雲母が形成され，やや褐色

をおびた団資な岩石にかわる。

このように，ホルンヘノレスは，変成帯にむかつて変成度が高まってゆく。しかし，一般

- 15-



た砂岩

m
第 9 図ヘルプリンタ【様岩石

の露出図

f: ヘルプリンター様岩石

c: ヤちじるしく緑泥石化しIII.3.2 珪馨質変成岩類および混成岩類

変成帯の六部分をしめて発達しているつ六まか

しユる。

に，再結晶は不完全で，粘板岩と砂岩の互属する縞目が保存されている。

ホルンヘルスを，顕微鏡で観察しても，堆積岩

の構造が残されている。石英や斜長石など心残

留鉱物の聞を埋めて，微細な黒雲母が発達す

る。また，黒雲母にともなワて，石英と斜長石

の微細結晶がみられる。

その他

日高層群のなかに，たびたびのべたように，大

小さまざまな勇断帯が無、故に発達している。それ

には，圧砕のほかに，物質の移動がともなわれ，

そこにいろいろな岩質がつくられている。それら

のうち，代表的な岩質について 2， 3 のべる。 第 8 図 ホルンヘルス

a) νピチャリ川層の一部に発達する，褐色 b: 黒雲母

を帯びたホノレンへノレス様の岩石で，市田粒の黒雲母・ざくろ石・石英が形成されている。

b) とくに大きな勇断帯，および，その附近にみられるもので，粘仮岩のなかに青白

色の縞目ができたり，または 111!? 収岩が部分的に，青

灰色，珪震になるものがある。これは，おもに，曹

長石と石英とが，多量に形成されている。なを，縞

状のものは，アヂノーノレと，呼ばれるものである。

c) 多くの場合，断層附近の粘板岩は，いちじ

るしく黒色光沢をおび，炭質粘版岩のようになって

いる。これは，微細な黄鉄鉱と紘泥石が多量に形成

されているものである。

以上のほかに，珪化作用や紙氾石化作用，および

稀薄な黄鉄鉱化作用の影響は，いたるところにみら

nる。

これら男断佑:は， iller 深部で行なわれた，変成作

用と密接に結びついて形成された，と考えられてい

るっそのほか，ヘルプリンタ一様の岩石もみられて
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第 10 図片状ホルンヘルス

B: 黒雲母 P: 石英・斜長石

l乙次のように分けられる。

1 片状ホルンヘルス

2 片ft，f岩類

3 混成岩類

4 その他

混成岩は，片附岩をも含むものであるが，ここでは，片桝岩類と区別して，粗粒で，分

向性の~5]G ~:ft崩岩ょうの変成岩だけを混成岩として取肢う。

III.3.2.1 片状ホルンヘルス (5Ho)

ホルンヘノレス帯の西側に発達し，ホノレンヘノレス帯とは，中ノ川の三伐を通る勇断帯で境

されている。

この勇断帯を境として，ホルンヘルスの岩質はいちじるしく変る c 一般に，堆積岩の構

造を全く残さず c 均質・細粒で，片浬がよく売達した片状ホノレンヘルスに変るつまた，

1mm-2mm ていどの黒雲母の局平な点紋がみられる。ただ，中ノ川流域の一部には，

ホノレンへノレスの岩質に近い部分もある。片理は，より西側にある片帆岩帯に;1J: G~ほど明瞭

になり， 走向はオ布ののひ、の方\6] と一致する c 反対に，ホノレンヘノレス，貯に泣いところで

は，片毘の走向も乱れがちである。

まえにのべたように，片状ホノレンヘルスは， 1km-1.5km の幅で，帯状 lこ分布する。

しかし，中ノ川の上流では，片状ホノレンへノレス，貯と，勇断帯を境にして接する縞状片J~A;岩

が，西側にむかつて， しだいに細粒になり，優白質却が少くなって，ついには片状ホノレン

ヘノレスに移りかわるっさらに，その西側では，

ふたたび男断帯を境として，縞j犬片月末岩があら

われてし~る。そして，この分布のようすは，片

状ホルンヘルスが弧状を画いて西側 lこ張出し，

岩休中心日が情状片iff-岩化していようである。

岩体中心部の縞j犬片!向;岩の部分は，民成岩類

が上昇するときにできた，一種の背利回であろ

うと推定されるつ

こ ι岩石には，堆積岩 J)構造が全く残さ
註 C，

れて ν な'"、 c 石英と斜長石ノ'-J，径 O.2mm-

O.3mm のものが，モザイッグ構造をしめし，

註 6 説明の)I恒序は，そのふくんでν 乙鉱物えノ量/乙)I恒序にならべる。以 F これに従う。
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黒雲母が，それらの間を埋めて，ほぽ一定の方向にならんでいる。さらに，肉眼でみら

れる黒雲母の偏平な点紋は， 0.3mm-O.4mm の，~や大型の黒雲母が多量に集合した

ものである。

石英は，ほとんど等粒であるが，なかには，斑状変品となヲて， 0.5mm ていどの不

規則な形のものがあり，かすかに波動消光をしめしている。斜長石は，大部分が A- 双品

をしめしている， An=30 土。黒雲母も，不規則な形をとり，男聞は明瞭で、な u 、 o x= 淡

黄色 z= 赤禍色~茶褐色，の多色性を示す。そのほか，少量の燐灰石，および磁鉄鉱が

点在している。

III.3.2.2 片麻岩類

片麻岩類は，この図幅地域に発達している変成岩類のなかで，もっとも広い分布をしめ

している。主稜にそって発達する混成岩帯をはさんで，その東西にみられる。この片麻岩

類は，その産状と性質とから，次のようにわけることができる。

縞状片麻岩 (BGn)

斜長石班状変品黒雲母片麻岩 (PGn)

黒雲母角閃石片麻岩 (AGm)

縞状片麻岩 (BGn)

縞状片麻岩は ， i毘成岩帯の東側で，混成宕帯と片状ホノレユノへノレス帯の聞に帯状に分布し

ている。しかし，ヌピナイ川流域では規模の大きな花商岩体があって，そこには，縞状片

麻岩はあらわれていない。

この図幅地域では，縞状片麻岩と片状ホノレンヘルスとは，一般に勇断帯で境されている。

ただ神威岳の北東側で，片状ホノレンヘノレスが弧状に西側に張りだしているところだけでは，

両者の移り変りがみられる。一方片状ホノレシヘノレスから縞吠片麻岩に移行する様子は，つ

ぎのようである。まず，片状ホノレンへノレスの片理にそって，細かい優白質の縞が生じ，縞

状片府、岩帯に近くなると，この優白質縞が量を増し，全体として粗粒になって縞状片麻岩

に移行する。

縞状片麻岩は，肉眼で個々の鉱物の判定がつくいてどの粒!主であって，石英と斜長石を主

とする湾白質部と，黒雲母を主とする優黒質部が縞状になっている。縞目は，幅 2mm てい

どであるが，全体がかなり粗粒になって，その幅が 5em ていどに達する部分もある。この

優由貿部は，膨縮がいちじるしく，管曲したりして，ひじように不規則な形態をとっている。

優白質の部分は，主として，石英と斜長石の粗粒結品 (0.5 mm-lmm) がモザ、イザ

ク状に組合わさり，それに少量 θ黒雲母が加わヲている。また，優黒質の部分は，等粒の

石英・斜長石と黒雲母が，グラノプラステザクに組合わさり，黒雲母はほぼ一定の方向に

配列している。優白質部 D斜長石は，ときに lem ていどの斑状変晶をつくって ν る
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こともある。

石英のほとんどは，波動消光がU、ちじるしい。斜・長石は，黒雲母や石英の包か物が多

く， An=25-35 である。黒雲母は， x= 無色， Z=茶褐色~赤褐色の多色性をしめす。

鉄鉱物は，優黒質部に多くみられ，片理にそワて点在してν る。ときには，正長石や董

青石がみられ，少量の白雲母~燐灰石がともなワている。

A 細粒部 B 粗粒部

第 11 図縞状片麻岩

b: 黒雲母 f:石英・斜長石

斜長石斑状変晶黒雲母片麻岩 (PGn)

変成帯の西側 lこ発達する緑色角閃石角閃岩帯と，褐色角閃石角閃岩帯のなかに層状にな

って，斜長石斑状変品黒雲母片房長岩がみられる。

個々の岩体の|幅は，せいぜい 40m ていどのもので，角閃岩の片理の方向にのびて，帯状

の分布をしている。この片麻岩は，産状よりみて“セプク"と呼ばれている。

斜長石斑状変lZ黒雲母片麻岩は，黒雲母を主にした暗褐色の岩石で，片理がいちじるし

く発達している。また斜長石の斑状変晶が，いちじるしくみられる。また，多くの場合，

これにざくろ石をともなっているつ

どちらかといえば，褐色角閃石角閃岩のなかに発達する斜長石斑状変品黒雲母片麻岩よ

りも，緑色角閃石角閃岩のなかに発達するもののほうが，片理がいちじるしい。しかし，

顕微筑下の観察では，両者を区別できない。そのほか，緑色角閃石片状角閃岩のなかにも，

これとよくにた黒雲母片麻岩がみられる。この黒雲母片麻岩は，斜長石斑状変品黒雲母片

麻岩よりも片理がつよく，また，ホノレンへ/レスに近い岩質のもので，斜長石斑状変品黒雲

母片岩質のものである。
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この岩石を顕微鏡で観察すると次ぎのようである。

斜長石と石英がモザイザク構造をとるなかに， 2mm-3mm の斜・長石が斑状変晶にな

ってみられる。また黒雲母は，斑状変晶をとりまくように発達し，そのうえ方向性をも

ワている。ときには，ホルンヘルスの構造をのこす部分がある。

斑状変品となって斜長石は，石英や黒雲母を包かして，ポイキリテックに生長し，そ

の成分は， An=32-40。その他の斜長石は， An=30-38。石英は波動消光する。黒雲

母は， x= 草禍色， z=褐色の多色性をしめず。また，場開面が提曲していることが多

い。 0.2 mm-0.5mm ていどのざくろ石が， 一般にみられる。ときには，カリ長石ボミ

ルメカイトをづくづて，少量みられることがある。そのほか，燐灰石・磁鉄鉱・絹雲母

.ヂルコンなどが伴なわれている。

黒雲母角閃石片麻岩 (AGn)

この岩石は，神 l戎岳から中ノ岳にいたる聞

をのぞいた範囲の，角閃岩帯と混成岩帯の間

に発達している。後述の角閃岩帯とは.カミ

ングトン石が形成されている幅の広い努断帯

で境されている。これと混成岩帯との関係

は，不明である。また，南部の存別川流域で

A 角閃岩帯より，黒雲母角閃石片麻岩

に移過する部分 B 黒雲母角閃石片麻岩

第 12 図

p: 斜長石斑状変晶黒雲母片麻岩

g ・黒雲母角閃石片麻岩

c: 粗粒混成岩状岩

a: 輝緑岩原の角閃岩
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は角閃岩化した輝誌岩が，この片 rf\:岩を貫いているコ

一般に，黒雲母と角閃石を有色鉱物とした粗枕な片雨、岩であるョしかし，不均質な宕質

のもので，黒云可:だけの部分，または，角閃石だけの部分があり，それに，両者が 5cm

ほどの幅で互層して，縞状片I内:岩をつくっていることもあるごl 黒雪月角閃石片府岩の角閃

岩帯に;5: l ~ところでは，角閃岩や斜長石理状変品黒雲母片府、岩が，とり残され，その周辺

が，黒三:(手・角閃石片Wi:岩になっているのがみられる。反対に，東側のiJ1成岩'iifに近いと

ころでは，片ftl. 1こそうか，あるいは， 12 図 B にしめしたように，しみ込んだかのような

形態で粗粒化し，方向山をもたない i1訪日岩質岩が形成されている。

この片I内岩は，前にのべた 2 種の片府宕が堆積岩を原岩としているのに反し，角閃岩類

が，さらに混成吉{じされてできたものである。

黒雲母fJJI)~石片附;岩を，顕微鋭で説察すると，次のようであるコ

1mm~1.5 mm})，ほぼ等粒ο結晶がグラノプラステック構造をとり，やや弱"、方向

性をしめすもりである。次の 2 ヮ ο型の鉱拘組合せがみられる， a) 斜長石一黒雲母一

角閃石一石英， b) 斜長石一黒雲母一石英。前者心場合は，角閃石を置換えて，黒雲母が

品出しているひ後者ゎ場合は ， 2mm てい rのぎくろ石と，白雲母をともなうことが多

い。 前者は，角閃岩を，後者は，黒雲母片麻岩を原岩としたもノJ とみられる 3

斜長石は， An=36~48 の成分である c 黒雲母ば， x= 無色， y= 決褐色， z=茶柄色~

赤禍色り多色性をしめす。角閃石;土， CZ=15 ご ~22C' ， x= 無色， z= 決同色eO ~~ぃ多色

性をしめすむ石英;士，波動消光する。そ;1)ほか，燐灰石，ヂルコンがみられるつ

III.3.2.3 混成岩類

日高山脈の主脊栄にそって， 500m から長え 2km におよぶ~百で， 'f日:j去に発達している。

この混成岩類が元、干 IIするイ ftR は，変 fJ'( 帯 I刊の中央部をしめている

j見庁I(岩は，一般に，優白 21で万向山もなく，花自!吉本来の外観をもち， f~: 長行・石英・黒

雲町を主とするトーナノレ官賞のものである。

託行日r，預(ま，岩立によって次のように区別することができるヴ

黒ミ正~ jまJ見fJX:岩 (BMi)

アグマタイト 12 混成岩 (AMi)

合ざくろ行片附 :j犬同成岩 (NMi)

花自岩混成宮 (GMi)

黒雲母混成岩 (BMi)

この地域にみられる吋完成岩は，その岩立と産状から，さらに 2 つに区別すること

ができる。その一つは， ピリカ!古川 ;Ii からその南部の;三 hT~1 こかけて分布しているものであ
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第 14 図黒雲母混成岩

b: 黒雲母 m: 白雲母

p: 斜長石 q. 石英

第 13 図黒雲母混成岩中のパレオゾーム

モザイザグ状構造をとり，そ C聞を，黒雲

母が埋めてV る。

斜長石は， An=28-34 である。石英は，

波動消光する。黒雲母は， x= 淡禍色， Z=

赤禍色の多色性をしめす。そのほか，カリ

長石は，鉱物の問をうめ， ときにはミルメ

カイトをづくワている。白雲母は，黒雲母

ヂ斜長石を置き換えて，形成されて V る。

また，ピナイト状の鉱物がわずかにみられ

る。副成分は，燐灰石，帽石，ヂルコン，

磁鉄鉱などがある。

b) 中の川上流にみられるもの;

縞状片麻岩の片理にそって，粗粒になって

いるもので，幅は 300m から 500m におよん

る。ほかの一つは，中ノ川上流の縞状片麻岩帯の一部 lとみられるものである。なお，前者

は，日高変成帯の南端部から続いてくる。董青石混成岩の，のびに相当している。

a) ピリカ岳附近にみられるもの;

径1. 5mm-3mm の斜長石・石英・黒雲母からなり，そのなかに，丸味をおびた石英塊

がみられる。外観は，やや灰青色をおびた中粒の花岡岩質岩である。

この図幅範囲では，縞状片麻岩との

関係は観察できなかった。しかし，岩

体のなかに，径 10cm-30cm の大き

さの縞状片麻岩が，第 13 図にしめした

ように，破砕片(パレオゾーム)とな

って，とりこまれている。

斜長石と石英の楕円状;1)結品が，

グラノプラステヅグ構造，な ν しは

でいる。

1mm-2mm ていどの斜長石・石英・黒雲母から構成され，優白質・塊状の混成岩で

ある。その一部には，黒雲母が濃集したシエリーレンがみられる。

斜長石と石英が，グラノプラステック構造をとり，その聞を埋めて，黒雲母がみられ

る。黒雲母の並び方に， ~~\，-、方向性がみられる。

斜長石は，双品面が轡曲し一部がソーシエール石に変ワているものと，双晶面が明瞭
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で長柱状となワた新鮮なものとがみられる。この 2 つの関係は，後者が，前者を置き換え

るものである。石英は波動消うもがいちじるし it'o 黒雲母は， X= 淡黄色， z=赤禍色の多

色性をしめす。そのほか，白雲母・カリ長石・柑石などがある Q

アグマタイト質混成岩 (AMi)

混成岩帯のなかで，ピリカ岳周辺から南方には，民主母混成岩が分布している。それに

対して，ソエマツ岳附近ーから北方には，黒主母凶成岩がなくて，アグマタイト質混成岩が

発達している。この混成岩は，この;主域より北方の札内川上流地域にまでも，連続するも

のである。

黒雲母混成岩と，アグマタイト質混成岩との関係は，明らかにできなかった。泊状片麻

岩からアグマタイト質混成岩に移りかわる様子は，まず縞状片rf~;岩のなかに，その片j哩に

1m関係に，縦横に優白質脈が発達する。さらに，これがいちじるしくなって，前状片!印岩

をプロザク化してとり残し，それを優白賀市がとりこむような形態になる。このような経

過をへて，アグマタイト l~-ii~成岩に移り変っている ο

この岩石は.Pl長石・石史・黒22ほからなる q.i粒の俊白11なものである。このiil成宕の

なかには，多量の片状ホノレンへノレスや，情状片!所岩の破砕片(パレオゾーム)を合んでいる，

ときには，褐色角閃石からなる戸j閃岩の破砕片もみられる。

lmm~2mm oJ)斜長石・石英・黒雲母から構成され，グラノプラステザク構造三とっ

ている。

斜長石は， An=36~38 で，その一部はソーシュール石に変ワてνι 。石英は，波動

消光をしめすものが多い。黒雲母は， X=l'~禍

色， z=赤樹色の多色性をしめす。そのほか，

角閃石がみられることも多く，角閃石は守口や繊

維状であり， Z= 決緑色のよオコν多色性きしめ

す。カリ長石は少量みられ，鉱物間ヒ埋めてν

るほか， ミルメカイトをつくづている。そのほ

か，ぞか量。白雲母・燐灰石・ゅうれん石・出

石・ジルコン・磁鉄鉱などがある。

含ざくろ石片麻状混成岩 (NMi)

ソエマツ沢上流の陵線;li くに発返し，京芸ほ泌

成岩と， ，去雲母角 l刈石片麻岩との間 lこ分布してい 第 15 図 アグマダイト質混成岩

る。 b: 黒雲母 p: 斜長石・石英

この出成岩と，黒芸ほ混成岩のu司係は不明である c 黒~1}J: fIj閃石片l似岩との直接の関係

もみられないが，前に述べたように， J2;五ほ角内石片付岩が担粒になり，混成岩~たになっ
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た部分が，合ざくろ石混成方のさくろ石

を合まない部分l乙預似している。このこ

とから，黒雲町:角閃石片府岩が，高度に

混成岩化作用をうけて形成されたものと

推察される。

この混成岩は，主に，斜長石・石英・

黒雲母からなり，中11.粒で，黒雲町:の配列

に方向'1'1:がみられる混成岩である。部分ピ
ニ
ナ 的に lem ほどの大きさのざくろ石が合

まれている。，1M主fB:は，黒色の光沢をも

つものである 3 これは，他の混成'j干にみ

られない特徴である c

2mm~4mm の大きさ;つ斜-長石・

石英と黒雲母が，グラノプラステック

構造をとるご黒雲母心配列に，弱u方

向性がみられる。部分的に，ざくろ石

がみられる c

第 16 図合ぎくろ石片麻状混成岩 ;T)岩相

G ぎくろ右 b: 黒雲母

斜長石は， An=27~37，や宇長柱状 rとていしており，その一部はソーシエール石に交っ

ている c 石英は不規則な形芝とり，波動消党

するつ黒雲母は， X=iJ~黄色， z= 暗禍色の特

徴ある強い多色'Iif: をしめず。ぎくろ石は，片

理に直交する男聞をしめし，斑状変品になっ

て V る。また，その周辺にモルタール構造を

づくり，ぎくろ石わなかには，石英や斜長石

をポイキリテックに包かしている J このほ

か，わずかに，カリ長石・燐灰石・ヂルコ

ン・斜ゅうれん石・磁鉄鉱などがある。

花開岩質混成岩 (GM i)

第 17 図 合ぎくろ石片麻状混成岩

b: 黒雲母 g: ぎくろ石

斜長石 q: 石英

花 i;司宕!J?I"i兄 JJI(~;守は，独立小汗はとして!去っミほ

混成岩舟，アグマタイト日ι4成TJfi;:，および;点

状片Jjl:)';;IWの-71:にわたって達している c こ

の l河川立内では，や\1)成 i7.:周辺の，アグマタイト p

とくに!/い υ
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この混成岩は，他の混成岩よりも優白質で，粗粒な，より花尚岩に;[[い岩茸をしめして

いる。これは，桔品の大きさが， 5mm におよぶようなこともあるが。一般には， 2mm~

3mm の斜長石・石児・黒雲母からなり，

花闘岩質混成岩の産状は，分布の幅は， 3m より 100 m にもおよぶ脈吉決のものであ

るむその近入方向は，片府岩や，ほかの混成岩ののびの方向に斜交している。

みかけは脈若状であるが，その接触部附;£1では，花間岩茸混成岩の周囲の岩石のなか

に，斜長石の粗粒な斑状変171ができ，この結iZが多くなって，花関岩百混成岩に移りかわ

る場合もある c また，その接相~~誌が， 1 平岡で}立されているこ号、台でも，周辺の岩石のなか

Ia 11¥.

A 花尚岩質混成岩の露出 B そ心接触部

第 18 図

に斜長石の茸!;17;変品ができ，それが集って有 18 図にみられるように，花町岩貰温成岩の

脈が形成されている c これらのことより，花岡岩

22混成岩は，ほかの混成岩よりもおそい時期に形

成され，あるものは近入し，あるものは交代して，

現l'Eみられるようになったものと，みられるコ

花向岩質混成岩iこは，斜長石・石英・黒雲母

のほかに，少量ノ」カリ長石があるほか，角閃石

もみられることがある。各鉱物は，不規則な形

で組合わさり，グラノプラステザクに近V 、構造

をとワている。

斜長石は， An=35士。石英i土，弱旬、波重!]消光

をしめすc 黒雲母は， x= 帯黄色， z=赤禍色心 第 19 図花j品質世成岩

強い多色性をしめす。カリ長石は， ミルメカイ b: 黒雲母 p: 斜長石 q: 石英
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III.3.3 塩基性変成岩類

帯は，酸化マンガシ鉱であるが，その鉱物名は不明である。

トをづくり，その一部は，パーサイトである。角閃石は，決緑色の繊維状である。また，

白雲母が，斜長石キD黒雲母を置き換えてν ることが多ャ。このほか，燐灰石・ヂルコン・

栂石・ゅうれん石・磁鉄鉱などが少量みられる。

III.3.2.4 その他

石灰質団球の変成

縞状片麻岩や，混成岩類のなかに，径 50cm から 10m におよぶ，不規則な形をした角

閃岩の団球が，てんてんと含まれている。これは，すでに，鈴木醇をはじめ，多くの人々

によって研究されてきたもので，ホルンヘノレスのなかにみら

れる石灰質団球が変成したものである。

団球は，一般に，一定方向にのびており，そののびの方向

は，それを含む岩石の片理の走向に一致する。また，はなは

だしく伸ばされ層状とみられるほどのものもある。

団球は，中心部が青灰色で，そのまわりを，暗黒色の部分

がとりまいている。しかし，青灰色の部分が，全くない場合

も多い。

青灰色の部分は， 0.1mm~0.2 mm ていどの，粒状の斜

長石，透輝石と石英が，モザイザク状に組合わさづている。

第 20 図石灰岩団球 暗黒色の部分は 0.2mm 前後の角閃石，斜長石と石英が，

グラノプラステザグ構造をとる。ときには，少量 D透輝石がみられる。角閃石は， x= 帯

黄色， z= 褐色の多色性をしめす。

マンガン団球

中ノ川上流の，アグマタイト質混成岩のなかに，径 15cm て

いどの，マンガン団球がみられる。

団球は，外側より内側にむかつて，緑色帯，淡縁青色帯，黒

色帯の，累帯構造をとっている。禄色帯は，主として決緑色の

多色性の弱い角閃石からできている。また，赤褐色帯は，細粒 7 何

粒状のマンガンざくろ石が濃集している。なお，中心部の黒色 第 21 図 マンガン団球

0: 酸化マンガン帯

g: マンガンぎくろ

石帯

変成帯の西緑に，約 2km ほどの幅で，いろいろな塩基性変 h: 角閃石帯

註 7 木崎甲子郎学士の資料による。
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成岩類が帯状に発達している。これらは，すべて角閃岩になっている。そのあるものは，

角閃岩がさらに混成岩化作用をうけて，ことなった岩石になっている。角閃岩体のなかに

は，多くの珪禁質変成岩がふくまれており，それらが複雑にくみ合わさっている。塩基性

変成岩類は，つぎの種に 4 分類される。

緑色角閃石角閃岩 (GHa)

緑色角閃石片状角閃岩 (SHa)

褐色角閃石角閃岩 (BHa)

アグマタイト質角閃岩 (AHa)

これらの塩基性変成岩類の原岩は，輝緑岩ではなかろうかと考えられている。

緑色角閃石角閃岩 (GHa)

この岩石は，角閃岩帯のなかでも，もっとも西側に発達している。

北部地域では，約 300m の帽をもっているが，神戒岳から南部の地域では，約 lkm に

もひろがっている。

これは淡緑色を呈し，よく片埋が発達した岩石である。有色鉱物は， 30 ;>，;ていどのもの

で，角閃石および少量の黒雲母から樗成されている。岩質は，部分によってかなり複雑で

あって，上記した岩質のほかに，黒雲母の多い部分と，角閃石の多い部分が， 2cm~5cm

の中で縞状に交互する部分もある。また，北部地域には，有色鉱物がやや多く，片埋がよ

く発達した片状岩もみられる。

第 22 図 禄色角閃石角閃岩体 Jつなかにみられるパレオゾーム状角閃岩
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この岩体の一部には，第 22 図にしめしたように，褐色角閃石角閃岩のボーノレが，パレオ

ゾーム状にふくまれている。また，各所に石英のプーノレが形成されていることが多い。鏡

下で観察しても，特徴的に圧砕構造がみられ，この性質は，衝上断層に近いほどはげし

。
、
J

J
V

構成鉱物は，斜長石・石英・緑色角閃石・緑れん石のほか，わずかの惰石・緑泥石・

葡萄石などがある。

径 lmm てν どの，卵型をした斜長石は，斑

状変晶のように発達し，そのまわりを石英がう

ずめてヤる。さらに，それをかこんで，決緑色

の角閃石がみられモルタール構造をとづてい

る。斜長石は， ソーシエール石にかわっている

ものが多く， An=40士である。角閃石は，透

角閃石質なもので， x= 帯緑色， z= 淡緑色のよ

わし、多色性をしめす。

]二にのべたいくつかの 1えからみて，この緑色角

閃石角閃岩は，はげしく努断を受けて形成された

第 23 図緑色角閃石角閃岩 ものであって，ほかの角閃岩類とは，性格を異に

h: 角閃石 p: 斜・長石 するものである。そして，これの一部には，褐色

角閃石の角閃岩が原岩とみられるものがある c しかし，それが，次にのべる褐色角閃石角

閃岩と同じものであるかについては，少し疑いがある。

緑色角閃石片状角閃岩 (GNa)

この岩石は，ナザ己/ピチャリ川の以北にだけ発達し，角閃岩帯の酉伐にみられる。

この岩体は，北部日高に発達する幌尻岳斑れい岩体の西保に，標式的にみられる斑れい

角閃岩体につながるものである。乙の地域でみられる緑色角閃石片状角閃岩は，斑れい角

閃岩の一部にあたる。しかし，北部の慌尻岳附近では，原岩がソーシェーノレ石斑れい岩で

あるのに反して，この地域にみられるものは，その残存構造からみると，原岩はむしろ輝

緑岩である。

一般に，優黒質・細粒で，片理が発達している。岩体の西冷には，細粒の有色鉱物だけ

から構成されている，緑れん石一陽起石一年~泥石片岩質のものが多い。そして，岩体の内

部になるにしたがって，来日粒となり，片麻岩状の緑れん石ー緑色角閃岩になっている。ま

た，この岩体のなかには，数枚の黒雲母片岩(または，黒雲母ホノレンへノレス)や，この角

閃岩と岩質の異った角閃岩のはさみが，多くみられる。

この岩石は，斜長石が 30;>'; ("らいで比較的少し有色鉱物は，緑色角閃石である。
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これらが，モザイザク状の構造をとる c 斜長石は，完全にソーシュール石に変り，細粒

!/~斜長石 (An=50士)が再結晶している。角閃石は，長柱状，または繊維状のもので，

x= 淡緑色， y= 黄禍色， z=緑色の多色性をしめすヘまた，結晶が大きくなると，多色

性が弱くなる傾向がある。多くめ場合，このほかに，石英・絹雲母がみられるゾまた，

楕石が一部に多量に濃集することもある。

褐色角閃石角閃岩 (BHa)

これは緑色角閃石角閃岩惜と，黒雲母角閃石片麻岩;f17の問に発達しており，この地域で

は，切れることなく，南から北まで連続し，どこでも，同じような岩質をしめしているア

1m者とは大きな勇断帯で境されており，後者とは，一般に漸移関係にある。

優白鉱物と，有色鉱物が，ほとんど同じ呈の岩石で，一般に片理がみられる。しかし，
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北部地域では，片}市も弱くなり塊状にな

っているつこの角閃岩体のなかには，科

長石斑状変llJ1黒!よほ片Jtj;岩が挟まれてい

この片!ドボ岩は，北部地域ではほとんる

どみられないが， y督自己注域ほど多くな

り， I有の f訪日川では，合i長石斑状変品黒

ョ~f手片 l~j;岩と戸j閃岩が，ほとんど同じく

らいの呈になっている。また，この岩体

第 24 図

a: 柿色角閃石角閃岩

P: 斜長石斑状変晶黒雲母片麻岩

には波長が恒 1m ていと、の微間lIJIが発達

して G) るのが持ちょうであるつこの性11·

は，とくに沖r0(I£r以:苛の III或にはげし

い。このn~出i帖のプ'.iltuは，一定した方向

を示さない，それとともに，和弘捧込jもー

定の方向をしめしていない。

O.7mm~1 mm の大きさの，斜・長石

と柿色角閃石から構成され，整ったグ

ラノプラステヴグ構造をとづているミ

この構造は，どこでもかわりなくみら

れる。ただ，郭断を受けている部分で

は，黒雲母?と作用をうけている。

斜長石は， An=43~55 である c 角

関石は， x= 淡緑樹色， z= 附色の多色

性をしめす。また，部分的には，黒雲

第 25 図 同色角閃石角閃岩

p: 斜長石 h: 角閃石
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母に置き換えられている。そのほか，わずかに，燐灰石・栂石・ヂルコン・磁鉄鉱・磁

硫鉱鉱などがある。

アグマタイト質角関岩 (AHa)

上に述べた緑色角閃石角閃岩体と，褐色角閃石角閃岩体とは，勇断帯で境されている。

北部地域のペデガリ川流域では，この両角閃岩体をJ克する勇断帯にあたる位置に，アグマ

タイト百戸j閃岩が，細長く発達している。このほか，神威岳と中ノ岳を結ぶところに，明

断帯が Z字状に発達しており，混成岩帯と角閃岩帯を境している。この勇断帯の一部で，

勇断の方向が，ほぼ東西性をしめす位置にも，アグマタイト質角閃岩が発達している。

いずれも，大きな切断帯にともなっているものであって，ヲy断帯を選んでおこなわれた

混成岩化作用によって，角閃岩がアグマタイト質になったものとみられる。

一般に，これの岩買は，優白質岩のなかに 20cm~70cm 大の角閃岩のブロザクが，と

りこまれている。この角閃岩のブロザクは，新鮮な褐色角閃石角閃岩のことも多いが，黒

雲母化作用と，斜長石・石英の添加をうけて，優白}\';Iーになり，わずかに， レリザクになっ

I.l.(Il¥

ABC

第 26 図 禍色角閃石角閃岩よりアグマタイト質角閃岩tこ移過する状態

A: ベナイト状に細脈心発達

B: 角閃岩がブロザクfとする

c: アグ、マタイト質角閃岩

ていることも多い。褐色角閃石角閃岩と，アグマタイトPi·角閃岩との境は，緑泥石化のは

げしい珂世rr帯で境されている。しかし，この周辺部では，褐色角閃石角閃岩より，アグ

マタイトii{"角閃岩に移行する状態がみられる。それは，新鮮な角閃岩のなかに，優白11"
註告

脈が網状に発達し，さらにアグマタイト質角閃岩体の内部にむかつて，優白質部が多くな
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り，ついには角閃岩をブロザク状にとりこみ，アグマタイト質に移行するコこの関係は，

縞状片「肉;岩から，アグマタイト質混成岩に移りかわる関係と，ょくにている。マタイト質

角閃岩と混成宕との関係は，漸移であって，アグマタイト賀角閃岩の混成岩[本よりの部分

で，慢白貴一部と角閃岩のブロックが，ほとんど区別つかなくなり，混成岩にj♀い岩買にな

っている Q

優白質部では，斜・長石と石英の粗粒結品からなり，まれに紫蘇輝石がみられる。

斜長石は，ソーシエール石に変るものが多く， An=35~42 である。石英は波動消光

がはげししらそ刀ほか，カリ長石がみられる。ボール状の角閃岩は，新鮮なものでは，

グラノプラステザク構造をしめす禍色角閃石角閃岩である。しかし.大部分は角閃石ο

一部が黒雲母にかわり，斜-長石・石英οO.5mm~lmm三/結晶が，モザJイザク状 lこ形成

されているむまた，紫蘇輝石ポ形成されていることもある。

III.4 火成岩類

この地域は，日高帯のうちでも，火成岩類がひじように少い地域で，変成帯のなかに大き

く発達する花間岩のほか，小規模の近入岩類をみるだけであるのこれらの火成岩類は，つぎ

の 4 つに大別することができる。それらの岩買と，近入位冒との問には，密接な関係があ

る。

(1) 脈岩類

(2) 蛇紋岩貨類，およびそれに伴う岩石

(3) 深成岩類

(4) トーナノレ岩質岩

これらの近入岩類は，いずれも変成帯の構造運動の後期に近入したものと考えられる。

しかし，それぞれの近入の順序や時期は，まだ明らかでない。ただ，蛇紋岩類の j且入時期

は，ほぼ白主紀の末期と考えられている。

III.4.1 脈岩類

脈岩類は，おもに堆積岩帯に発達し，次の種類がみられる。

輝禄岩 (Di)

扮岩 (Po)

輝緑岩 (D i)

おもに堆積岩地域に分布しており，一部は，変成帯のなかにもみられる。 堆積岩帯では，

註 8 ベナイト (Venite) 状
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第 27 図埼 岩

p: 斜長石

中ノ川層のなかに νート状に近入するほか， νピチャリ川層分布地域にみられ，西側日高

層群の背斜軸と考えられる附近に，とくに多いようである。

背斜軸附近に露出している輝緑岩は，鉱化作用の影響を受けて，いちじるしく緑泥岩化

しており，原岩の構造は，ほとんど残されていなしh この背斜軸から離れた地域に露出し

ている輝禄岩や，中ノ川層に近入するものは，圧砕を受けていることなしわりあい新鮮

である。

この岩石を顕微鏡で観察すると，つぎのようである。

鉱化作用の影響を受けているものは，圧砕作用を受けており，斜長石は曹長石に置き

換えられ，有色鉱物は，ほとんど緑泥石に変化し，多量む方解石ができている。そのな

かに，曹長石・石英・黄鉄鉱からなる細脈がみられる。まれに，オフィテザク構造が残

されている。新鮮なものは， ~~"、緑泥石化と，少量の方解石脈があるだけで，オフィテ
/¥

ザク構造が明らかにみられる。斜長石， An=65-75 ，輝石は， CZ=35-45 (普通輝石〉。

変成帯のなかに分布する輝緑岩脈は，中ノ川の上流にみられ，片状ホノレンヘノレス帯と縞

状片麻岩帯を境する勇断帯にそって貫入している。

優緑黒色を呈し，斜長石の斑品がみられる徴密な岩石である。

0.5mm-lmm の長柱状白形斜長石が，インターサータル構造をしめす。その聞を埋

めて，角閃石がみられる。角閃石は，一部黒雲母に変っている，また， x= 淡緑色， Z=

緑色の，弱い多色 1主主しめす。

J» 岩 (Po)

この岩石は，図幅地域では，ショロカンベツ沢

上流とピリガイ山の 2 カ所に露出している。どち

らも，下部日高層群が簡上する断層の西側に発達

する千枚岩帯の西縁に位置する。白色のち密堅硬

な岩石で，ごくわずかの有色鉱物がみられる。

斑晶は， 2mm ていどの斜長石である。石基

は， 0.2mm-0.5mm の針長石と少量の緑泥石

からなる。一般に，はげしく珪化されていて，

石英の粒状小結晶が，石基を置き換えているこ

とが多い。斑晶になワている斜長石は，ほとん

ど全部， ソーシエール石に変わワてし、る。

II1.4.2 蛇紋岩類およびそれに伴う岩石

蛇紋岩類とそれに伴う優白岩類の小さな岩体が，イベツーレダトイ構造線にそって，南

北に細長く分布している。
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これらは次の 4 種類にわけられる。

蛇紋岩 (Sp)

角閃石岩 (Hn)

徴閃緑岩(図示せず)

トロニエム岩 (Tr)

蛇紋岩 (Sp)

イベヅーレダトイ構造線上にそって，ほとんど切れることなく， 100-150m の幅で近入

している。

これは青緑色を呈する粘土状に変っているものが大部分である。しかし，圧砕作用をう

けていないところは，暗青緑色の塊状岩で，そのなかに 2mm-3mm の絹布石の偽斑状

構造がはっきり残っている。イベツ沢やレダトイ沢では，蛇紋岩の岩体のなかを，微閃禄

岩が貫いている。

角閃石岩 (Nn)

イベツ沢上流の勇断のはげしい山域に，幅 10m ほどで，日高層群中に近入する角閃石岩

がみられる。

1mm- 1. 5mm のほぼ等粒な緑色角閃石と普通緑れん石，および少量の 0.5-1 mm の輝

石が，ち密に集合した優黒色で均質な岩石であり，少量のチタン鉄鉱を伴っている。

この岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎの

ようである。

顕品質で，半自形の角閃石と緑れん石，お

よび多形の輝石からなる。輝石は透輝石質
/¥

で， CZ=37ー_40° である。緑色角閃石中に

は，結晶の中心部に，透輝石がみられるこ

ともあり，一部では，透輝石を置換して角

閃石が形成されて ν る。角閃石は， x= 黄
/¥

緑色， Z=深縁色の多色性があり， CZ=

18°_22° である。緑れん石は，角閃石から

変ワて ν るのがみられ， x= 緑色， Z= 黄

緑色， Z= 帯緑色の多色性としめして V る。 第 28 図角閃石岩

その他，少量のチタン鉄鉱を合む。 h: 角閃石 d: 輝石 e: 緑れん石

微閃緑岩

蛇紋岩体のなかに貫入しているものであるが，岩体は寸断されて，幅 10m ていどのレ

ンズ状になってみられる。
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細位の閃禄岩様の岩質で，有色鉱物

は角閃石である。ときには，斜長石が

やや斑状になる場合もある。一般に，

圧砕を受けて細柱fじした部分が脈状に

発達している。

0.2mm~0.3 mm7) 等粒結晶刀顕

品質岩で，圧砕構造が，苦しくみち

れる。斜長石は長柱状7) 自形で，大 第 29図微閃禄岩の露出

部分がソーシエール石に交ってい Sp: 蛇紋岩 di: 微閃禄岩

る。緑色角閃石は半白形で，x=淡禍段色，z=緑色刀多色性をしめす。圧砕を受けた部

分では，曹長石~灰曹長石の細粒結晶と炭酸

塩鉱拐によって置き換えられている。そ刀ほ

か少量ノJ 白チタン右，緑泥石がある。また，

緑色角閃石のなかには，禍色角閃石より変っ

た部分がみられる。

トロニエム岩河川

イベツ沢にみられる。幅2m~5mの小岩脈

で日高層群に近入している。J11入方向は一定し

ていないが，分布の上からイベヅーレダトイ構

第 30図微閃緑岩 造椋にそうもの

p: 斜長石 h: 角閃石 とみられる。

灰白色を呈する，ち密，堅田な岩石で，*'1長石の斑品が

肉眼でみられ，有色鉱物はほとんどない。

0.5mm~lmmの卓子状結品をなす斜長石))なかに，

1.5mm~2mmの斜長石が斑状に発達する。斜長石は，

ソージューfレ石1t作用がいちじるしく，わず、かに双品面

がみとめられるていどである。有色鉱物は，まったくみ

られない。そのほか，少量刀緑泥石・石英・磁鉄鉱・葡

萄石・炭酸塩鉱拘がある。

III.4.3 深成岩類

深成岩類は，変成岩帯のなかに発達している。この深成

岩類は造構T歪動の末期に，構造がほぼできあがってから近
ム 宣言 31 図 トロニエム岩の

入したものである。しかし，そのなかでもやや早期に近入露出
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斜長石は 0.5 mm-1.5mm の大きさで，

半自形と呈し，わずかに累帯構造が発達し

てレる。 An=37-67 の成分をしめし，各

種、ひ成分をもり斜長石がある。黒雲母は，

x= 無色， 2=茶褐色の多色性をしめしてい

る。角閃石は，淡緑色を呈し，多色性が少

なν，キ!)"\'"繊維状の結晶となワており，部

第 33 図花尚岩

b: 黒雲母 h: 角閃石

q: 石英 p: 斜長石

した斑れい岩類は，混成岩化作用の影響を受けて，一部が片麻岩化している。この地域に

は， 1欠の種類がみられる。

花関岩 (Gr)

角閃石斑れい岩 (HGa)

アプライト (Ap)

花筒岩 (Gr)

花田岩は，ヌピナイ川上流店域に発達している Q 混成岩帯と片状ホノレンヘノレス帯との聞

に，それらと同じ方向にのび，約 4km

の l屈をもっ大きな岩体となって露出し

ている。岩体の北限は，中ノ川上流附

近であるが，南は山脈に平行して図幅

外まで拡がっている。また花自岩体の

周辺には，幅数 em から数 10mにおよ

ぶ大小飢数の花岡岩脈が，いろいろの

方向をもって近入している。 第 32 図花尚岩脈

これは中粒ていどの均質な優白質塊状岩で，有色鉱物としては，黒雲母と少量の角閃石

がみられる。なお，カリ長石はほとんどなく， トーナノレ岩質のものである。また，黒雲母

が濃集する部分は νエリーレンや点紋を作っている。

大きな岩体の，ほぼ中央に，南北にのびる男断帯が発達している。その西側では，黒雲

母の配列に方向性がみられ，葉状構造をつく

っている。この百禄の混成岩帯に近い附近で

は，粗粒になり，混成岩とみまちがうような

外観をもっところが多くなる。

この岩石を，顕微鏡で観察すると，つぎの

ようである。
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/¥

分的に黒雲母に変わっている。 CZ=12°~18° である。石英は波動消光をなし，その量は

不均等で、，ほとんどそれがみられな旬、部分もある。カリ長石は，ほとんどみられなV 。

ただ，岩体に圧砕構造がみられるところでは，破砕結晶聞を埋めてν るほか，結品。割

目にそって形成されている。また， シルメカイトをワくてコていることもある。

そのほか，揖石・燐灰石・禍れん石・ヂルコン・斜・ゅうれん石・識鉄鉱もある。

角閃石斑れい岩 CHGa)

中ノ川上流の，神域岳のすぐ下の沢のアグマタイト質混成岩と縞状麻岩の境目附j圧に，

幅 300 ていどの角閃石斑れい岩がみられる。

塊状を呈し，中粒の優黒質岩であるが，岩体の周辺部では，混成岩のなかに，径30cm

位の球状でとり込まれている。また，岩体内部でも，部分訪に片麻岩化していて，原岩の

ままの部分は少ない。これらの片麻岩化や，部分的なアグタイト化は，混成岩化作用の影

響によるものである。

乙の岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

2~3mm の斜・長石と角閃石で構成されて

いる。斜長石は白形をとり，わずかにソーシ

エール石に変るていどであるが，角閃石は周

辺から，やや繊維状の陽起石質にかわヲてい

る c 角閃石は x= 帯褐色， z=禍色ノJ 多色性
/¥

をしめし， CZ=18°~20° である。周辺は，

陽起石質にかわり，さらに緑泥石になってい

る。 混成岩 1t作用を受けている部分では，繊

維状の黒雲母ができており，黒雲母は，ほぽ

一定の方向に配列している。また，その部分

では，石英が伴なわれている。

アプライト CAp) 第 34 図角閃石斑れい岩

中ノ川の三俣，およびスピナイ川のこの図幅 h: 角閃石 p: 斜長石

地域と，隣接する上豊似図幅との境界附近を通り， ホノレンヘノレス帯と片状ホノレンへノレス帯

を境する，勇断帯にそって分布している。

細粒の優白質岩で，有色鉱物は，ほとんどみられな l) 。脈の幅は，せいぜい 5m ていど

のものである。

乙の岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである。

0.3mm~0.5 mmr.o他形を呈する斜長石と石英からなる。そして，これらがモザイザ

ク状構造をとる。斜長石は，ソーシエール石イじが進んでいる。そのほか，カリ長石・白

雲母・緑泥石・栂石がある。
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ここにみられるアプライトは，花商岩に直接関係するものではなく，勇断帯にともなっ

た，花自岩とは別の火成活動によるものと考えられる。

III.4.5 トーナル質岩

トーナル質岩 (To)

十一ナノレ質岩は，みかけはトーナノレ岩賀の脈岩で，近入しているようにみられる。しか

し，その岩体のなかに堆積岩の構造を残す部分があり，顕微鏡で観察すれば，細粒の変成

岩構造をしめしている。したがって交代性脈岩 (replacement- Dyke) とみられる。

この岩石は，中ノ川の三俣附近ーに露出している。ここでは， ホノレンヘノレス帯と片状ホノレ

ンへノレス帯を境する開断帯にそって， 片状ホノレシへノレス帯のなかにみちれる。 ??通 10m

第 35 図 トーナル岩質岩の露出

-20m の幅であり，その幅やJZ1入方向は，ひじように不規則である。これは片状ホルン

ヘノレスの片理や，勇断の滑り市によく支配されているためである ο 一般に，岩脈と片状ホ

ノレンヘノレスの接触面は，はっきりしているが，なかには境目が不明瞭で， 20cm ほどの間

で漸移する場合もある。また，アプライト賀市田脈が片状ホノレンヘノレスの中に網状に発達し，

その周辺を粗粒化して， トーナノレ岩質化しているところもある。岩体内部の一部には，第

35 図にみられるように，優白質なトーナノレ岩質岩のなかに，ホノレンヘノレスが球状でとりこ

まれている。その大部分は粗粒化して，優白質部と球~夫部との区別が困難になっている。

このように，野外の観察からだけでも，交代性の脈岩であることは明らかである。

岩質は，均質な部分では，細粒の花間岩のような現状岩で，有色鉱物は黒雲母である。

乙の岩石を，顕微鏡で観察すれば，つぎのようである υ

0.2mm-0.3mm7)石英・斜長石・黒雲母がモザイ、y ク状iこ組合わさっており，再結
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晶の完全なホルンへ Fレスに近い構造をなして

いる。そのなかに， 0.5mm-0.7mm の斜・長

石の斑状変晶が発達する。斑状の斜長石は，

An=35 土で，その一部はソーシエール石に

変わワている。黒雲母は x= 淡黄色~無色，

z= 帯赤禍色の多色性をしめす。

優白質の部分は，斜長石と石英との多形結

品からなり，アプライトににた構造をしめし

ている。

なお，この岩体から分岐して，アプライト質

優白岩の細脈があるほか，岩体周辺部にもおな 第 36 図 トーナル岩質岩

じような岩石が発達している場合が多い。これ p: 斜長石 b: 黒雲母

らのことから， トーナノレ岩質岩とアプライトは密接な関係をもつものとみられる。

III.5 第四紀層

本図幅範囲内では，第四紀層の発達は，ごく一部に限られ，河川ぞいの段丘堆積物と，

圏谷の氷堆石および崖錐があるだけにすぎない。

1 段丘堆積物 (T)

2 氷堆石 (M)

lIT.5.1 段丘堆積物 (T)

すでに，地形の項でのべたように，本図幅地域を流れる河]I!は，いずれも急流で，河川

の両側は，尾根より河床面まで急斜した壁となっている場合が多く，河岸段丘が全く一発達

しないところが多い。

各河川の比較丹下流では，現河床より， 50m~70m ほど高いところに， I幅せまく，数

段の段丘がみられる。これらの段丘の幅は一部をのぞいて，せいぜい 20m~50m である O

i/ ビナャリ川の下流には，この種の河岸段丘がわりによく発達し，幅も 100 m~200 m も

あり，広い平坦面を形成している。

多くの場合，この高度の段丘から現河床面までは，絶壁になっており，それより低い段

丘は発達していない。しかし， ソエマツ沢の一部や，中ノ川の下流では，さらに，一段低

く，河床面より， 5m~7m 高い段丘が， 10m~20m の幅で発達している。

一方，けり舞川と元浦川を境する高度 500m~600m の尾根の上には，厚い疎層が乗っ

ているのが，けり舞川上流でみられる。この堆積物は，白皇紀層の砂岩や頁岩の礁を多く
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含んでおり，砂層を扶み，酸化鉄によって固化されている Q しかし，この疎屈の分布は明

確でない。

III.5.2 氷堆石 eM)

ペアガリ岳(標高 1，735 m) の東北方には，通称 A ・ B ・ C と名附けられている 3 つの圏

谷(カーノレ〉が発達している。これは，日高山脈では，最南端の圏谷とされているもので

あり， 3 つのうち， A と B が本図幅範囲にふくまれ， C 圏谷は本図幅北部の札内川上流図

幅の範囲に入る。

このなかで，最も東側にあるのが， A 圏谷で，なかでも明瞭な圏谷地形を残している。

圏谷壁の直下は沖積崖錐でおおわれるが，圏谷床の末端近くには，氷堆石群がみられる。

圏谷底は標高にして， 1,400 m ぐらいの高度である。

III.6 地質構造

日高山脈は，中生代の初頭から，第三紀にいたる，アノレプ。ス造山舟 Hこ，汎世界的な造山

運動の一環として形成されたものである。この日高山脈の脊梁にそってみられる変成'貯

は，北は，狩 H会峠から，南は探裳岬まで，延長 140km にわたって連なっている。

日高変成帯のなかで，この図幅地域は，この変成帯の，ほぼ中央地域にあたり，火成活

動がさかんに行われた，北部の i院尻岳マッ νーブと，南方の幌満マッ νーフを結ぶ，中間

の地帯にあたる。したがって，この地域の変成帯内部の構造は，北部や南部のように，複

雑なものではなく，各種変成岩類が，単調に帯状配列をしているだけである。しかし，神

成岳の周辺では，やや複雑な構造をしめしている。

この変成帯をはさんで，東西両側に発達している日高層群を主体にした堆積岩帯は，変

成帯の東側と西側では，全く性質の違う構造をしめしている Q 西部の堆積地域のなかで

は，けり舞川層分布地域の東側にそって，蛇紋岩が細長く近入している。イベツーレダト

イ構造線も，この地域の構造を支配する，大きな要素になっている。

堆積岩帯の構造

この地域に分布する堆積岩類は，大部分が先白宝紀の日高 JI'"l群である。そのほか，白主

紀!回や新第三紀)国が，かぎられた地域の小範囲に分布するにすぎない。

変成帯東側の構造; 単調な岩相の中ノ川層が，広く発達しているので，その地質構造

をE確につかむことは，むずかししユ。 地層の走向は， N-S~N 10ー E で，変成帯ののびに

対して斜交する傾向をもち，その傾斜は，垂直にちかいが一定していない。しかし，その

多くは，西 lこ傾斜している。さらに，葉片状の砂岩粘板岩互胞を，手がかりとして，地層
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の上下関係を推定すると，走向 l乙平行な，いくつかの摺曲軸があるらしい。また，この地

域にみられる断層，地層の走向をわずかに切り，変成帯に平行な方|珂をもつものと，それ

に直交する方向のものと， 2 のつの組合せとみることができる。とくに，変成帯lこ平行な

断層は，いちじるしい圧砕がみられ，珪[じゃ緑泥石化がともなわれている。しかし，全体

としては，単調な構造をとって，百に傾いている。

地層の走珂が，変成帯ののびに斜交する構造は，ホノレンへ/レス帯の内部にまでおうこと

ができる。

現在みられる主な構造は，ホノレンヘノレス化作用が行われる以前に，ほぼでき上っていた

ものとみられる。

変成帯西側の構造; 東側の地質構造が単調なのに反して，西側では，ひじように複雑

である。たとえば，日高層群各地帽をはじめ，白皇紀層から新第三紀国まで，多くの地層

がみられる。全般を通じて，堆積岩類には，圧砕の跡がいたるところにみられ，片状化し

た部分もある。このような状態は，偏圧がはげしく加わって形成されたものとみられる。

地層の走布は，各地層とも，変成帯に平行しているようで，傾斜は垂直にちかいが，や

や東l乙傾くものが多い。なかには， J.よい地域にわたって片状化し，変成帯に平行する片盟

だけが，いちじるしく表われ，走珂を測定できない広域もあり，各地層の走l旬全部が，変

成帯に平行するか，どうかは，はっきりしないQ

全域にわたって，いろいろな方向をしめす断凶

が，大小無数に発達している。これの断層を整即す

ると，変成帯lこ平行するものと，それに対して， 400~

60° の角度をもって，西側より斜交する断凶群に類

別される。これらが，横だおしあみだ構造をとって

組合され，東に傾く覆瓦構造をなしている。
第 37 図横だおしあみだ構造

沼山構造をつかむことは，困難なことであるが，大 模式図

まかにつぎのような構造が推定される。地同は京に傾斜し，上下関係の区別がつく拍凶内

では，ほとんどが逆転をしめしている。このことから，過摺 III] をして，凶に被しゅ〉ぶさる

ものと考えられる。その大きな過摺 III の，背d~'\~(lhにあたる部分に，下部日尚)函群のjill し I二

げがみられる。その東西両側には，向斜構造があると推定される。しかし，この向斜の構

造は，はっきりしない。

下部日高}\呼群の lt.;主状態は，変成'出;1こ平行し， r百北に，細長く杭いて分布している。こ

の分布地域のなかでも， N40o~60° W の走Itoをもっ摺曲が，いくつか繰返すようである。
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そして，分布方向に対して雁行状に，背斜刺iが並んでいると考えられる ο このような構造

は，下部日高屑群のなかだけではなく，上部日高屑群の分布地域でも，いえることができ

そうである。

日高層群のなかに，落込んでいる白望紀のレダトイ沢屑の分布は，変成帯が衝上する断

層の前而や，イベツーレダトイ構造線附近の，男断のはげしい地域にだけみられている。

新第三紀の，アメマス沢屑は，との肉幅地域だけではなく，基盤の圧砕がはげしい地域

に限って，細長く分布している。このととは，アメマス沢屑f仕積物以前に，すでに圧砕帯

が形成されていて，それにそって低地ができたと考えられる。また，とのような場所に海

の湾入があったものとみられる。

変成帯の構造

変成帯の中心には，混成岩茸1がみられ，その東丙両側には，片麻忠類が発達して，変成

'IWのおもな九:\)j}を構成している。片林忠の東側には，より変成慢の低い， }十周.の発達した

1f·fjがあり，さらに東側には，低変成のホノレシへ/レスがある。西側では，落者のたきい断

肝で限られている。このように，仔種の変'Ii.止条付こをしめす岩石が，変成帯ののびと平行し

て， '11?状 1礼i~7\Jをしている。出成主}休をJ立として，東側では， tit積宕を原岩としており，西

側では，主lこJ:~tHdt岩を原汗としている。このことは， fIEf点目の形成条件をII白示するもの

である。

これら変成岩類の片.PHの傾斜は，片状ホノレシヘノレス帯では，ほぼ車両である。それより

西側に発達する片府、岩類・混成店主iおよび角閃岩類は，東に， eOo~80° の傾斜をしめして

~ )る。

この閃悩地域の変成岩煩は，どこでも，ほぼ同じようなl隔で，帯状に分布している。し

かし， ~lP成吊の周辺では，特別な構造が発達していて，かなり複雑である。まず，南方よ

り杭いてくる，果実可:混成岩 OI'UJ石iIEI&:岩)は，ピリカ lEの北まで連続し，そこで終る。

ソエマツ JEよりや\1\戎 IEにかけて，南部で黒言ほ混成岩が完・達していた位置に，アグマタイ

ト質混成岩が発達しており，そのまま北部円高にむかつてのびてゆく。このように混成岩

引の内部でも，神域店周辺が，南日高と北口高の要素が，うつりかわるる位置になってい

る。また，やp成岳の周辺では，混成立?の片J理・走n1Jが，丙 lこまがり，その分布する幅もふ

くれて，西側に張り出しており，黒雲母角閃石片麻岩を欠いて，勇断'f1rで，褐色角閃石角

閃岩l乙，直接，接している。そこにみられる男断帯は，やII}戒岳と中ノ店を結び， z 字状に

発達しているものであって，この勇断帯lこは紫蘇輝石の形成がみられ，一部にはアグマタ

イト質角閃岩をともなっている。
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神威岳周辺の混成岩分布地域の東側では，まえにのべたように，片状ホノレシヘノレスの分

布が二重になって，その聞に，縞状片麻岩が発達する地域がある。との構造は，混成岩類

が上昇するとき，非対象であるが東と西に 2 本の背斜を作るような上昇をとり，その中間

にあたる向斜部に，西側の片状ホノレシへノレスが，とり残されたととによって，形成された

ものとみられる。このほか，角閃岩類にも，神!或岳周辺の北部と南部では，岩質 l乙，わず

かながら，違いがみられる。

第 38図構造概念図

I: 混成岩帯

J: 混塩基性変成岩帯

K: 黒雲母角閃石片麻岩帯

L: アグマタイト質角閃岩帯

M: 深成岩類注入帯

N: 蛇紋岩類逃入帯・イベツーレダ

トイ構造線

0: 脈岩類

A: 新第三紀層分布帯

B: 白重紀層分布帯

c: 輝緑凝灰岩分布帯

D: 上部日高層群分布帯

E: 下部日高層分布帯

F: 千枚岩帯

G: 片状ホルンヘルス帯

H:i筒状片麻岩帯
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この図幅地域の変成帯の構造は，なかでも神威岳の周辺地域で，特ちょうが生まれてい

る。ここでは複雑な構造をみせているのと同時に，混成岩類だけではなく，ほかの変成岩

類でも，日高変成帯の北部と南部の要素が.移りかわる位置になっている。

変成帯の西側を限り，変成帯が衝上した断層は，南から北まで， 1 線で続くものではな

い。図幅地域北部の，己/ピチヤリ川では，北から続く断層と，南に続く断屑の聞に，完全

な食い違いがみとめられる。さらに，神威岳の西南部で、は， V ピチャリ Jljから続いてくる

断層が，変成帯内部に入り込み，途中から，別の断層が南にむかつてのびている。すくな

くとも，この図幅地域だけで， 3 つの弧に分けることができる。そのことは，勇断運動の

本質的な特ちょうを示しているものである。

地史

ζの地域の地史については，この同幅地域内の， ζ とがらだけでは，推測が困難である。

つまり，日高山脈全体から，みられなければならな lJ o このような立場から，この|ヌl幅地

域の地史についてのべる。

中生代の初期l乙日高山脈を中心とする一帯が地向斜になり，日高屑群を堆積ーした。た

だ，下部円高屑群が，地向斜堆積相かどうかは，いまのととろ不明である。この Jill向斜の

なかで，輝緑凝灰汗を多早:に I噴出した。白望紀の初期に，日高J!J脈の地域は，地向斜から，

;白背斜に転化したとみられる。そのようななかで，白望紀屑の無名沢)凶を堆積したもので

あろう。白望紀の中部ごろから，日高'出:は，造J! Jの形をととのえ，東から四に横JFが加え

られはじめた，と推定される。とうして，白豆:紀を通じて，日高帯は，上下振動しながら

と昇を続けたものとみられる。この造構.;iE動にともなって，変成作用がおこなわれ，ホノレ

シヘノレスや片!点岩などが形成された。この変成作用がおとなわれた早期に注入した塩基性

岩煩を変成し，角閃宕化している。その角閃岩を，さらに混成岩化をおこない，そのう

え，かなりおそい時期に近入したと考えられる角閃石斑れい岩にも，混成岩化作用をあ

たえている。このようなことから，混成!吉化作用は，かなり長期にわたって，おこなわれ

たものと考えられる。

とのような混成岩ができあがって，造構運動を末期Hこちかくなったとろ，花同宕が，混

成官と密接な関係をもって，近入したものとみられる。

なお，変成市が，現在みられるように，同側にi自上した時期は，少くとも 2 つの時期に

わけられる。その時期の 1 つは，新第三紀川端杭に属するアメマス沢層の堆積以前であ

り，あとの 1 つは，アメマス沢屑堆積後である。先川端期の街上は，ほぼ現在みられるの

に近い構造を，とったようである。川端期の末葉から，追分期の初葉に，つぎの衝上があ
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り，先川端期にできた構造を，大きく強調して，変位がおこなわれ，現在みられるような

変成帯や堆積岩帯の構造を完成した，と三号えられる。

第四紀の洪積世末期に，この地域は，氷河l乙被れ，ペデガリ岳にみられる圏谷を形作し

た。この水期は，日高山脈地域でいわれる幌尻氷期に属するものとみられる。

IV 応用地質

乙の図幅地域は，いわゆる日高鉱床区にふくめられる地域である。鉱床の徴候としては，

合銅磁硫鉄鉱床と水銀鉱床のほかは，みるべきものがない。しかし，との地域は，ほとん

ど踏査されていない場所なので，今後の手がかりのために，鉱床として，とりあっかうこ

とのできないものまで，とりあげる。

合銅磁硫鉄鉱床は，北海道の中軸部に，下川鉱山を代表とする，南から北まで，点々と

発達しているものと同ーのものである。これは，ゴイカクシェシピチャリ]I[の 1 支流にみ

られ，そとには黒田鉱山とよばれる探鉱鉱山がある。そのほか，数カ所に磁硫鉄鉱の~J1;染

するものがみられる。水銀鉱床は，けり舞川居中に旺胎し，一時は出鉱が行われたことも

ある。そのほか，上部日高層群中 lと多く合まれる石灰岩がある。今でも，各河川にごく少

量の砂金がみられ，図幅地域内の数カ所には，かつて砂金採集をお乙なった跡が残されて

しヨる。

磁硫鉄鉱

(20 ,21)
黒田鉱山

この地域で，現在のところ，硫化鉄鉱床としてとりあっかわれるものは，かなり古くか

ら知えられている黒田鉱山の大熊過とよばれるものだけである。乙の露頭は，コイカクシ

ュシピチャリ川の1 小沢にあり， I幅約 17m の鉱染帯と幅約1.8 m の低品位台銅硫化鉄鉱

がみられるにすぎないものである。現在，数年前ーに建てられた探鉱小屋2 棟がある。

地質露頭附近は， νピチャリ川層が，ほぼN-S の走向と 70W から垂直の傾斜をも

って分布し，それを切って輝緑岩脈が近入している。この輝緑岩脈は，ところどころ近入

角疎岩様の産状をみせるほか，周縁部の一部に，流理構造のような方向性をしめしてい

る。この岩脈は一見粘仮岩の片周ーに整合的な細長い岩脈のようであるが，そののびの方向

は明らかに片理に斜交している。

己/ピチャリ川層中には， ほぼ N-S の方向をもった小さな破砕帯がまんべんなくみられ

るほか，鉱床附近には，ほぽN20° W の走向をもつものが多い。輝緑岩脈の東縁は，とくに
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緑色片岩様の部分 0:な下では圧砕された形跡をしめす)や近入角疎岩様の部分が多い。こ

の岩脈の西側の粘阪岩は，幅約 15m の変質帯を構成している。そこには，方向性の強い，

圧砕された形跡をもっH古灰色下枚岩様のものがしめされる。その丙禄に接して，輝緑岩と

粘板岩がいちじるしく複雑に組合った帯，いわゆる娘パズル構造をしており，鉱床はこの

部分に形成されている。

鉱床露頭附j庄一帯には，少量の磁硫鉄鉱が鉱染しており，とくに鉱染のつょいところ

は，ほぼ南北に細長く，数本にわかれてみられる。その一部に磁硫鉄鉱を主体とした塊状

鉱の不規則なレンズが数箇所みられるのである。それらは主として輝緑岩の中に形成され

ている。ここの粘板岩と輝総岩とは，鉱化に関連する珪化，絹雲母化，緑泥石化および炭酸

塩化をいちじるしくうけているが，鉱染の強し 3 ところ以外では，原岩の構造を幾分残して

いる程度である。この路頭の延長方向は，南北いずれも，延長をたしかめることができず，

路頭や鉱染は勿論，母岩の変質もみられていない。

鉱体は，大きなものでも長怪 5m，短径 1m ぐらいのレンズ状あるいは芋状の形をして

いる。のびの方向は，ほぼ N-S で落しは 30° E 内外である。鉱石は，ほとんど、磁硫鉄鉱

と閃亜鉛鉱からなり，これに少量の黄銅鉱をともない，まれにプj鉛鉱の微粒がみられる。

鉱石illlA立の 2， 3 の例は次の通りである。

Cu Fe S Zn Co 分析者

{滋 i流鉄鉱 j鬼状鉱 0.37 48.38 32.80 0.59 二間瀬技師

磁耐 i鉄鉱閃亜鉛鉱塊状鉱 26.97 28.21 21.95 二間瀬技師

磁Me 鉄鉱tI¥銅鉱塊状鉱 2.95 0.21 三菱手稲鉱山

なお， JL:iF!J川の支流ニシュオマナイ沢では，この鉱床の南ののびにあたる場所に，磁 f流

鉄鉱の鉱染がみられる。鉱染を受けている附近は，圧砕がはげしく，粘|反岩は緑泥石化が

すすんでいる。そのなかに，曹長石・石英・緑泥石の細脈が網目状に克達し，粘板岩のな

かに，少民の黄鉄鉱，陪 1ばL鉄鉱および黄銅鉱が鉱染している。

角閃岩帯中の鉱染帯

角閃岩 'l 1¥ yl には磁硫鉄およの jl1; 染があちこちにみられる。そこには，石見・黒雲母・キ IJ~兵

H ・柘植石・ま l方角閃石・椋簾行・緑泥石などができており，多くの場合，そのそばにセ

プタや破砕帯がある。たいていは，鉱染の皮合は弱~)ものであるが，ペデガリ川のものは，

B; 'j 方角閃石と鉄禁柘植石のみからなる変質岩に，少量の緑泥石をともなって，かなり多量

の舷硫鉄鉱が形成されている。

この図幅の北西にあたるイドンナップ凶幅中には，この灼閃岩帯 l;i に高品位の含銅硫化
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鉄鉱床が形成されているのである。 上のような鉱染と変質も， 1 つの構造帯にそって上昇

した交代作用がもたらしたものと考えられ，それは鉱化の先駆的なものとみられるのであ

る。

水銀

けり舞川の 1 支流の，本図幅と西に隣接する民家図幅との境界近くに，水銀の鉱床が旺

胎している。ここは，昭和 14 年に野村鉱業株式会社が，鉱区を設定し，ただちに探鉱を開

始した。 1 号と 2 弓-の坑道を開坑し，昭和 20 年に， 100t(Hg~2 %)ほど出鉱したが，敗

戦とともに休山した。その後，昭和 27 年に，三石歌笛の林武男によって探鉱がおこなわれ

た。一時は， 60kg ほと、の水銀を得たが，現在では，資金難のために，休山している。

地質 鉱床が旺胎する附近の地質は，けり舞川層に属する輝総凝灰岩層のなかに， N20

W 方向の，幅ひろい勇断帯が発達し，砂岩・粘板岩・珪岩などが，輝緑凝灰岩との互層と

みえるほど，勇断されて，まき込まれている。附近一帯の岩石は，粘土化がはげしく，部

分的に珪化がおこなわれている。この巾ひろい勇断帯は，かなり長い距離にわたって続く

ものである。

鉱床 水銀鉱床がみられるのは，この幅ひろい勇断'帯の，東の端にあたる部分である。

その附近は，勇断'貯のなかでも，個々 の働きが，逆断層の性質を， しめしている。

ここには， 1 号， 2 号， 3 号の坑道が開坑しているが，現在では崩壊し， 2 号坑だけが入

坑できる。それも，通行可能な部分は，一部にすぎない。

2 号坑では，圧砕された輝縁岩のなかに，幅 10cm-50cm の含辰砂石英脈が，数本み

られる。この石英脈の集合する部分が， 2 本みられ，平行脈を形成している。一般走向は

N45°W で， 60°-75° 東に傾斜している。そのほか，脈の周辺では母岩のなかに，合辰砂

方解石脈が，網状に発達しており，少量でも辰砂を含む部分は，幅 40m ていどある。な

お，鉱石は，低品位のもので， Hg=0.2 J';-0.3J'; ていどである。
(19, 22)

マンガン

けり舞川の1 支流，水銀鉱床がみられる沢の上流に，炭酸マンガンの露頭があり，それ

は輝総凝灰岩のなかに庇胎している。この鉱床は，以前に，八回鉱山が採掘した。

地質 マンガン鉱床は，前に述べた，水銀鉱床附近にみられた勇断帯の，南ののびにあ

たる場所にある。この地域は，水銀鉱床附近ほど，はげしい勇断はみられないが，かなり

の範囲を，珪[じしたり，または，鉱化作用の影響を受けている。この地域には，水銀は，

まったくみられない。

鉱床 以上のような地質条件のなかに，3 カ所の露頭がみつけられている。おのおのは，

- 46 ー



幅 1m，延長 2m ていでのレンズ状小鉱床である c 走向は， N50o~70ωE で， 60o~80°

北に傾斜している c 鉱床の附近には，赤鉄鉱の鉱染がみられる。

現在は，この鉱体のほとんどが，採掘済で，少量の残拡をのこしているだけである。

(3)

クローム

元浦川の中流で，かつてクローム鉄鉱の転石がみつけられた。これは，北海道工業試験

所での分所の結果， Cr=51.95;:;;をしめす!日品位のものである。この附近には，イベヅー

レダトイ構造線にそって，蛇紋岩が近入しているつしかし，いまだにクローム鉄鉱の蕗頭

は発見されていない。

この附近には，けり舞川と元浦川を境する尾根のうえに，疎回が分布し，そのなかに，

堆積岩類の棟とともに，少註の蛇紋岩の疎がみられる。発見されたクローム鉄鉱の転石は，

この棟層のなかからきたものか，それとも，この地域の蛇紋岩にふくまれているのか，は

っきりしない。

砂金

中ノ川および νピチャリ川や元浦川には，砂金を産する乙とが知られている。この砂金

は，たいてい，河床の棟をとりはらい，粘似岩類の裂緯や境問中に存在するものを，“ねこ

ながし"によって採取されるものである。この地域の砂金採集の歴史は古く，明治末 lこは

すでに，碍行価値のある部分はほとんど採集されつくされたといわれているが，昭和 20 年

頃にも，まだ，シピデャリ川に採集小屋がみられていた。

当時の記録によれば，多い時には，せまい範聞で 100 g 以上を採集し，平均 3， 4 週間に

109 内外の収得があったらしい。金粒は，米粒大のものが多く，ときには小指大のものも

みられ，多少の石英を含んでおり，ぞくに“石喰 G) "といわれているものである己なお，

νピナャリ川のものは，やや粗粒で分布も一様でない。ニシェオマナイ沢では性質がやや

不良であり ，iI ョロカンベツ沢には比較良好な性質のものを産したといわれる c

この砂金は，粘ほ岩類や輝総凝灰岩 ift の石史脈にまれに含まれているものが，河川の侵

蝕によって沈積したものと考えられている σ 河床の裂障が多く，砂陳の J[ 積が薄く，流れ

のゆるやかな場所には，たいてい多少なりとも産するものである。しかし現在でほ，稼行

価値はまったくないものと思われる。

石灰石

上部日高層群の Lノョロカンベヅ沢)函，およびけり舞川屈のなかに，てんてんと石灰岩が

分布している。これら石氏岩の一部は，再結品して大 j宝石になり，また，明断を受けた地

域では，いちじるしく珪質になっている。
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岩体の幅は，せいぜい 20m をこえるものはなく，断層できれぎれになることが多く，

延長方向にも，長くわ続かない。

いずれも，少岩体であって，稼行の対象になるほどの鉱量があるものは，みあたらない。

参考文献

1 伊木常誠(1911) : 日高国元浦川流域及び浦河附近調査報告 鉱調 No.5

2 鈴木醇(1 934) : 十勝国南部海岸ホルンヘルス中の変質石灰質団球にづいて 地

質雑 Vol.41

3 竹内嘉助・三本杉己代治 (1938) : 浦河図幅説明書北試報

4 沢俊明 (1950) : シピチャリ川流域の地質北大卒論

5 舟橋三男・橋本誠二 (1951) : 日高帯の地質 地団研専報 No.6

6 広岡正一(1952) : 日高帯にみられる“花向岩様混成岩"の生成機構に関する一考

察地質雑 Vol. 58

7 木崎甲子郎(1953) : 日高帯札内川上流の変成岩およびミグマタイト類について

(第 1 報) 地質雑 Vol.59

8 橋本誠二 (1953) : 札内岳図幅 道地下資源

9 湊 正雄・沢 俊明・武田裕幸(1954) : 日高層群より発見されたイノセラムス

北地要 Vol.27

10 橋本誠二・熊野純男(1 955) : 北部日高山日慌の水蝕地形 地質雑 Vol.61

11 舟橋三男・他 7 名 (1956) : 日高帯南端部の変成岩類につ旬、て 第 1，第 2，第 3

地質雑 Vol.62

12 中島秀雄 (1956) : 日高山脈西翼南部心地質 北大修士論

13 舟橋三男・猪木幸男(1956) : 幌泉図幅 地質調

14 浦野龍一 (1957) : 北海道日高田浦河町北方の下部白璽糸 地質~i¥. Vol.63

15 酒勾純俊・長谷川 潔 (1957) : 十勝川上流団幅北開発庁

16 舟橋三男 (1958) : AlpineOrogenicMovementinHokkaidδJapan 北大紀要

Vol.11

17 本崎甲子郎(未発表) : ミグマタイト内にみられるマンガン団球

18 橋本誠二・鈴木 守他(未発表) : 楽古岳周幅

19 矢島澄策 (1951) : 北海道/り水銀鉱床 北地報 Vol. 17

20 酒匂純俊 (1954) : コイカクシェシピチャリ川流域合銅硫化鉄鉱床調査報告北地報

No.12

21 山口久之助・小田切敏夫・小原常弘(1 954) : 日高シピチャリ地医黒田鉱山における

電気探鉱調査北地資 Vol. 17

22 梅本悟・五十嵐昭明(1 955) : 日高国春別および三石水銀鉱床調査報告 北地資

Vol.21

- 48-



EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFlAPAN

Scale, 1:50,000

KAMUIDAKE
(Kushiro-62)

By

KiyoshiHasegawa

SumitoshiSakδ

(GeologicalSurveyofHokkaidδ)

Resume

ThisarealiesatthemiddlepartoftheHidakamountainrange, the

cordilleraof Hokkaid6, extendingbetween42ー 20'N.and42ー 30'N.lat.,

between142ー30'E.and142ー 45'E.long..

Thesheetmapareaisincludedinthesheermountainousregion.The

highersummitsoftheareaareMt.Petegari-dake(1,732 m) , Mt.Nakanoｭ

dake(1,531 m) , Mt.Kamui-dake(1,600 m) , Mt.Soematsu-dake(1,618 m)

andMt.Pirika-daka(1,631 m) , consistingofthebranchofthehighrelief.

Alongthemountainrange, therearedevelopedthemetamorphic

rocksbeltasgneissesandmigmatites. Suroundingthemetamorphicbelt,

thereareoccupiedbythesedimentaryrocks, composedofmainlyHidaka

groupasPre-cretaceous.

Themetamorphicbeltareregardedasthere3ultsofAlpineOrogenic

MovementinHokkaidδ ， fromJuratoearlyTertiary.

SedimentaryRocks

Thesedimentaryrocksoccupyonthe greaterpartofthis area,
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whicharearrangedasfollows;

NeogeneTertiary Amemasu-zawaformation

(MiddleYezogroup Redatoi-zawaformatiom
Cretaceous ~

lLowerYezogroup Mumei-zawaformation

IShunbetsu-gawaformation

IKerimai-gawaformation
(UpperHidakagroupL", ,--:1-n--- ---------- 0-- --. IShorokanbetsu-zawaformation

Pre- J ISoematsu-zawaformation
cretaceous 1 、

1_ _ _ 0 _ _ (Shibityari-gawaformation
lLowerHidakagrnup;
、 lNakano-gawa formation

Pre-cretaceous

Pre-cretaceoussystem, so-calledHidaka groups, aredivisibleinto

UpperHidakagroupandLowerHidakaGroup. Thissystemisconsidered

tobeolderformationwithinHokkaidδ.

Inthisareaaswellasanother, theyhavenotbeenmadeclearythe

intelligiblestratigraphicalrelationandtheirstructure, becau3eofnonｭ

fossilferousandbroadlyhadbeenshearedandaltered.

LowerHidakaGroup

Twomembersarerecognizedasbesalformationinthisarea.The

geologicalageareunknown. Theyaretypicalblackslateandsandstone.

UpperHidakaGroup

ThisgroupissupposedtobetheJurasicformation. Soematsu-zawa

formationisgreensandstoneandshalyslate, intercalatingafewporphyrite

tu 百 Shorokanbetsu-zawa formationisalternationofgreensandstone,

black fine sandstone and shaly slate, intercalating schalsteine and

limestone. Kerimai-gawaformationisschalsteinanddiabasicmassive

lavaandpillowlava. Shunbetsu-gawaformationisschalstein, chertand

shalyslate, intercalatinglimestone. Thoseformationsarecharacterized

bytheincludedschalsteinandthegreensandstoneasthegray-wackeones.

Cretaceous

TwoformationsbelongtotheYezo ・Group. Mumei-zawaformation ,

occuringatthesouth-westernpartofthisarea, isarkosesandstone.

Redatoi-zawaformationhavebeenfoundoutamongthefaults , within

theareaoccupidbytheHidakaGroups, itisshale.
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NeogeneTertiary

Amemasu-zawaformationcoverlocallyontheHidakaGroupswith

uncomformity, itishardmudstone , sandstoneandconglomerate.

MetamorphicRocks

Extensivedevelopmentofthemetamorphicrocksareobservedalong

theHidakamountainrange. Themetamorphicrocksarecomposedof

gneissesandmigmatites, whichconstitutethemetamorphicbelt, from

8km.to6km.inwidth. Itisaportionoftheso-calledHidakametamorｭ

phiczone. Inthebelt, manymetamorphicrocksarrangedintoparallel

distributionwithN-Strend. Fromeasttowest, theyareputintoorder

asfollows;

East Slatebelt

Hornfelsbelt

Shistosebiotitehornfelsbelt

Bondedbiotitegneissbelt

Migmatitesbelt

Biotiteamphibolegneissbelt

Plagiocla8eporphyloblastic[Brownamphiboleamphibolite

biotitegneissbelt 1Greenamphiboleamphibolite

- -Thrust-一一

West Slatebelt

Themigmatitesaresettledatthecentralpartofthemetamorphic

rocksbeltasthecorefaciesofthat. Themigmatitesaredividedinto

biotite migmatite, agmatic migmatite , graniticmigmatite and garnet

bearinggneissosemigmatite , theyarealwayssurroundedbythegneisses.

Fromthecorefaciestoeastsideastheouterpart, thegneissesconvert

intotheschistosebiotitehornfelsandthentothenon-foliatedhornfels.

Thehornfelsgraduallychangedintothe non-metamorphosedslateand

sandstone.But, atthewestside, boundedbythethrust.

Themetamorphicrockshadbeenproducedbytheregionalmigmatｭ

ization. Thehornfels, schistosebiotitehornfels, bandedgneiss, plagioclase

porphyloblasticbiotitegneissandthemigmatiteswerederivedfromthe

argillaceoussediments. Thegreenhornblendschistose amphibolite,
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thegreenhornblendeamphibolite, brownhornblendeamphibolite, biotite

amphibolegneissandtheagmaticamphibolitewerederivedfromthe

basicintrusiverocks.

IgneousRocks

Inthisarea, igneousrocksarepoorerthenother, overtheHidaka

zone. Theyaredividedintodyke rocks, ultrabasic rocks, plutonic

rocksandtonaliticrock. Thedykerockesasdiabaseandporphyrite

areintrusivedintothesedimentaryrocksalongtheshearedzone. The

ultrabasicrockscomposedofserpentineandhornblenditeandtheir

associatedrocksasmicro-dioriteandtrondjemite, whicharedefindein

thetectonicline. Theplutonicrocksaredisposedinthemetamorphic

rocks belt, whicharehornblendegabbroandtonaliticgranite. The

hornblendegabbroisshownwithconcordant form, thegraniteshows

markeddiscordantintrusion. Itisthoughtthattheyhadintrusived

atthelaterstageonthemigmatization. Thetonaliticrockdiscovered

alongtheshearedzone, extendingbetweenthehornfelsbeltandthe

schistosebiotitehornfelsbelt, which isthereplacementdyke.

Quaternary

Inthisarea, thereareafewquaternarydeposits. Alongtheriver

terracesarenarrowlydevelopedwithelevationof50 ・70 m , AttheNakanoｭ

gawa, lowerdevelopedandhaverisedto 6・8 m.upontheriverbeds.

sand, clayandgravelconstituteterracedeposits.

AtthenortheasternsideofMt.Petegaridake, threecirquesdeveloped

there, elevating1,400 m.inhigh. Itmustbetakenaformatthe

Poroshiriice-ageinHokkaid6.

EconomicGeology

Inthisareatheknownmineralresoucesarethecupriferousiron

sulphideandmercurydeposits. And, therearelimestoneandplacer

gold. Onthewhole, areverysmall, onlytwoprospectingminesexploiting

thecupriferousironsulphideandmercury.

Cupriferousironsulphide
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KurodaMine: The deposits are shown in the diabase, which

intrusivedintotheHidakagroup, revealingexclusivelyalongaspecial

typeofthesheardzone. TheoresoftheMineconsistofmainly

cupriferouspyrrhotiteandfewchalcopyriteandzincblend. Fepercentage

oftheoreis37.68inaverage.

Mineralizedzoneofpyrrhotitsarescatteredinthebrownhornblend

amphiboliteanddevelopedalongthetectonicalshearedzoneonthe

HidakaGroups.

Mercurydeposits

MitsuishiMine: A mercurydepositsthathadbeenworkedis

knownintheschalsteinformation. Theoredevelopedalongthesheared

zone attending the alternation of silicificationandcarbonitization.

ThescaleoftheMineisverysmall, andHgpercentageofthe oreis

0.2inaverage.

Mangandeposits

ManganoredepositsthathadeverbeenworkedasHattaMineis

knownintheschalsteinformation. Theoreisinthemarkedsilicified

zonewhichalteredtheschalstein. Nowadaytheorealreadydiggedout.

Limestone

LimestonesareintercalatedintheUpperHidakaGroup. Butitis

onlytoosmall , soisnotworthusing.

PlacerGold

Placergoldisincludedinthefloodplaindepositsandterraceone.

Beforenow, thearea wasafamousplacefortheplacer gold, but

scarcelyprospectnow.
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